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　　淡路三原高校の生徒たちは探究活動を通して、社会に関心を持ち、地域淡路三原高校の生徒たちは探究活動を通して、社会に関心を持ち、地域
や関係機関の人たちとのつながり、主体的に考え、積極的に行動する力を伸や関係機関の人たちとのつながり、主体的に考え、積極的に行動する力を伸
ばしています。今月号ではその取り組みについて紹介します。写真の生徒たばしています。今月号ではその取り組みについて紹介します。写真の生徒た
ちは竹の活用法について調査・研究をしています。（関連記事４～５頁） 　ちは竹の活用法について調査・研究をしています。（関連記事４～５頁） 　
撮影場所：志知城跡撮影場所：志知城跡

高校生の視点で考える高校生の視点で考える
地域の未来地域の未来
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オープニングは和太鼓「志童」による演奏オープニングは和太鼓「志童」による演奏

南あわじ市地域魅力プロデューサー・清川あさみさんから南あわじ市地域魅力プロデューサー・清川あさみさんから
ビデオメッセージをいただきましたビデオメッセージをいただきました

功労者表彰式の様子功労者表彰式の様子

南あわじ市ふるさと応援大使・益子侑さんのミニコンサートに市内の子どもたちも出演南あわじ市ふるさと応援大使・益子侑さんのミニコンサートに市内の子どもたちも出演

「だから住みたい 南あわじ」
～人がつながる 笑顔あふれるふるさとづくり～
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あ
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迎
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５
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催
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の
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れ
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の
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寄
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ン
テ
ィ
ア
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の
１
２
０
の
個
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込
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。
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の
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後
に
は
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あ
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る
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と
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大
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よ
る
ミ
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ン
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が
行

わ
れ
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出
席
者
は
手
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子
を
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が
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と
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。

　
式
典
は
盛
会
の
う
ち
に
終
わ
り
、
出
席
者
や
関

係
者
ら
は
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れ
か
ら
の
南
あ
わ
じ
市
の
発
展
に

期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。
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　生徒たちはグループに分かれて、さまざまな探究活動を進めています。

自分の興味・関心を探究しよう！

問問スポーツ青少年課☎43-5234スポーツ青少年課☎43-5234

高校生が考える地域の未来高校生が考える地域の未来
～淡路三原高校生による課題解決の取組み～～淡路三原高校生による課題解決の取組み～

　令和３年に南あわじ市や淡路三原高校を含む４者で「南あわじ市の地域創生にかかる連携協定」が結ばれたこ
とで、生徒たちが主体的に活動する機会が増えました。高校生は南あわじ市が直面する課題について、フィール
ドワークや地域交流を通じて問題解決に挑みながら、郷土愛を育んでいます。

背景　
・淡路島は放置竹林が多いことに着目
・放置竹林による主な被害を調査
　獣害、土砂崩れ、交通網の寸断など
　竹はかつて、タケノコの収穫や建築・農漁業用

資材として需要が高く積極的に植栽され、定期
的に伐採されていた。近年は安価な輸入タケノ
コ増加し、建材としての需要が減少

→竹の新たな利用価値を見つけることで放置竹林
の減少に貢献したいと考え、研究テーマに設定

研究手法
・竹パウダーを使用したパンを制作
　苦味や香りを消すような方法を引き続き研究

竹の活用方法～竹を活用したパン作り

背景　
・地域で働いている外国人を見ることが増えた
・南あわじ市内の特定技能外国人の数は淡路島全

体の約 50％を占めている
→特定技能外国人を受け入れることにより、南あ

わじ市の働き手不足を解消したり、持続可能な
まちづくりができると考え、研究テーマに設定

研究手法
・文献検索や市内で働いている外国人や事業所へ

のインビュー
今後の展望
・外国人が増えることのメリット、デメリットの整

理。デメリットがある場合は、対応策の調査

特定技能外国人が南あわじ市に貢献するまちづくり

コメント　３年　アカデミア類型（※２）
（左から）柏木莉菜さん、池田翔空さん
・南あわじをさらに良いまちにしていくため 

に、特定技能外国人をもっと受け入れてい
くべきだと思った。

・実際にインタビューを通してお話をさせて
いただいて、授業ではできない経験をする
ことができてよかった。

コメント　３年　キャリア類型（※１）
（左から）開瑠南さん、原心花さん
・竹パウダーを使用した化粧品の開発も考えま

したが、使う人が限られるので、より多くの
人が食べるパンを作ってみようと思った。

・パンを作るにあたって、竹パウダーの量の
調節が難しい。研究を重ねていきたい。

　「自分たちが暮らす南あわじ市の魅力を伝えたい」「地域が抱える課題を解決することで、より良い南あわじ市
にしたい」「いろいろな経験をすることで自分自身の成長につなげたい」。淡路三原高校の生徒たちはさまざまな
思いで探究活動に取り組んでいます。高校生ならではの視点やアイデアで身近な地域課題や自身の関心ごとを深
く掘り下げ、フィールドワークやインタビューを通じて地域とつながり、学びを深めていきます。
　特にキャリア類型の生徒たちは南あわじ市が進めるさまざまなプロジェクト（※）にも積極的に関わります。淡
路三原高校生たちがこれからも地域と連携し、南あわじ市の魅力を広く発信し、課題解決に取り組んでいく姿勢
は、地域にとっても心強い存在です。高校生の熱意と成長を支え、共に未来を築いていく喜びを分かち合いながら、
地域全体が活気づくことが期待されます。

私がつくるワタシの南あわじ私がつくるワタシの南あわじ

４．安全・安心のまちづくり ５．「対話と行動の行政」の実現によるまちづくり

１．超高齢社会の克服

ｅチャリプロジェクト
移動手段の確保や健康寿命の延
伸に向けて、シニア世代に電動
アシスト自転車の利用習慣を広
める取り組みに協力

２．子育て環境の向上と
　　教育の充実

子育て応援コンソーシアム
「働きやすく、働き甲斐のある職場
づくり」を目指して、企業を選ぶ側・
働く側の学生の視点で提案

３．地域の資源を活かした
　　  地元産業の活性化

福良 食の街区” 形成プロジェクト”
イベントの開催や空き家の利活用
に向けた検討など、”「世界一の食
の島」を先導する” 福良地区の賑
わいづくりに協力

みんなで守ろう！地域のいのち
災害時に高校生が地域の中心となって避難所
運営に携わることで、避難者を元気に

魅力図書館
本を貸出しするだけの場所ではなく、市民を惹
きつける魅力ある図書館づくりに向けてチャレ
ンジ

（※）生徒たちは南あわじ市が掲げるの五つの行動に基づくプロジェクトの課題解決を目指し、さまざまな形で
　　 一緒になって取り組んでいきます。

淡
路
三
原
高
校
地
域
発
表
会

　
総
合
的
な
探
究
の
ま
と
め
と
し

て
、
３
年
生
の
成
果
発
表
と
２
年
生

の
中
間
発
表
を
ポ
ス
タ
ー
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
形
式
で
行
い
ま
す
。

日
程　
７
月
23
日（
水
）

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

場
所　
淡
路
三
原
高
校
体
育
館

内
容

　
代
表
し
て
20
班
程
度
が
発
表
を

行
い
ま
す
。
体
育
館
内
に
ブ
ー
ス
を

設
け
同
時
に
発
表
を
行
い
ま
す
の

で
、
興
味
の
あ
る
発
表
を
聞
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。

問
淡
路
三
原
高
等
学
校

　
キ
ャ
リ
ア
創
造
部

　
☎
０
７
９
９
・
42
・
０
０
４
８

（※１）キャリア類型：就職、専門学校、私大進学を目指す
（※２）アカデミア類型：国公立、私立大学進学を目指す
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新聞・雑誌・段ボール・牛乳パック以外の「雑がみ」
もリサイクルしてください。

【例えば】
トイレットペーパーの芯
紙袋、包装紙、封筒、はがき
ティッシュ・お菓子・おもちゃの紙箱
メモ用紙、コピー用紙　など

77 66

みんなでごみ減量化に取り組もうみんなでごみ減量化に取り組もう
～分ければ資源、混ぜればゴミ～～分ければ資源、混ぜればゴミ～ 問問環境課☎43-5214環境課☎ 43-5214

　市では「分ければ資源、混ぜればゴミ」というテーマを掲げ、ごみ減量化に取り組んでいます。現在、島内３
市ではごみ処理施設の広域化事業が進められており、各市において可燃ごみ排出量の抑制に向けた取り組みが行
われています。本市においても、新施設の供用開始が予定されている令和 11 年度までに、可燃ごみ 2,000 ト
ンの減量化を推し進めてまいります。

南あわじ市全体で目指す目標数値です南あわじ市全体で目指す目標数値です

13,739ｔ 11,703ｔ
令和元年度 令和11年度

達成目標 ごみ削減 2,000ｔ

補
助
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

①
ご
み
減
量
化
機
器
設
置
補
助
金

　
市
内
の
ご
み
減
量
化
機
器
を
設
置
し
た
家
庭

に
対
し
て
、補
助
金
の
交
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象
機
器　

　
❶
ご
み
減
量
容
器（
コ
ン
ポ
ス
ト
）

　
❷
電
動
生
ご
み
処
理
機

※
購
入
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

　

購
入
機
器
の
カ
タ
ロ
グ
を
お
持
ち
の
上
、環

　
境
課
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

補
助
金
額　

　
❶
購
入
金
額
の
３
／
４（
上
限
６
千
円
）

　
❷
購
入
金
額
の
１
／
２（
上
限
３
万
円
）

②
電
動
生
ご
み
処
理
機
貸
し
出
し

　
ご
希
望
の
人
に
生
ご
み
処
理
機
を
無
料
で
１

カ
月
間
貸
し
出
し
ま
す
。

貸
出
条
件　

　
❶
南
あ
わ
じ
市
に
住
所
を
有
し
、
か
つ
居
住

し
て
い
る
❷
処
理
機
を
屋
内
に
設
置
す
る
❸

処
理
機
を
適
正
に
維
持
管
理
で
き
る
❹
環
境

課
ま
た
は
沼
島
出
張
所
で
処
理
機
の
受
け
取

り
・
返
却
が
で
き
る
❺
貸
出
後
に
ア
ン
ケ
ー

ト
に
回
答
す
る

※
台
数
に
限
り
が
あ
る
た
め
、
先
着
順
で
貸
し

出
し
ま
す
。
電
気
代
は
利
用
者
負
担
と
な
り

ま
す

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

①補助金

②貸し出し

2,000tのごみ削減は、市民一人ひとりが毎日約126ｇの重さ、バナナ 1本分に相当するごみ
を減らすことで達成できます。これは、2,000t を年間 365 日で割り、さらに令和 6 年度末の市民
43,388 人で割った量に相当します。

生ごみの多くを占めるのが、「水分」です。
この水分を減らすだけで減量できます。

❶ぬらさない 
　流しの中に落とさず、直接ごみ袋に入

れるだけでも、　水分を減らせます。

❷しぼる
　三角コーナー等のごみは、ネット状

のごみ袋に入れて絞ると、約 25％
減らすことができます。

❸かわかす
　生ごみを乾かすと、約 60％減らすことができます

❹食品ロスは出さない
　消費期限等に気を付けて、食べきるようにしましょう

❺ごみ減量化機器を使う
・コンポスト
・生ごみ処理機

令和７年３月末まで

令和７年令和７年　　４月以降４月以降

容器包装プラスチック ペットボトル

このマークが目印です

ジュース
しょうゆ など 

ペットボトルのキャップやラベ
ル、発泡スチロール、お菓子の
袋、緩衝材（プチプチ等）など

製品プラスチック

ボウル、保存容器、バケツ、ハンガーなど、
すべてプラスチックでできているもの

　可燃ごみで出していた製品プラスチックを回収することで化石燃料の代替燃料として熱利用されます。これ
により可燃ごみ全体の量を減らすことができますので、皆さまのご協力をお願いします。あわせて、容器包装
プラスチックとペットボトルの分別にもご協力願います。

令和７年４月より 製品プラスチックの分別を開始しました 

製品プラスチック：すべてプラスチックでできているもので40㎝未満のもの

生ごみの減量方法 紙ごみの減量方法

容器包装プラスチック ペットボトル

このマークが目印です

【製品プラスチック対象外のもの】
・金属、ゴム、電池（ボタン電池含む）等
　その他の素材が含まれるもの
・塩化ビニールパイプ、ビデオテープ など

製品プラスチック

私たちにできること私たちにできること

市民一人ひとりが毎日約 126 ｇの重さ、バナナ 1 本分市民一人ひとりが毎日約 126 ｇの重さ、バナナ 1 本分
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開
館
日
　
水
曜
日
～
日
曜
日

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
変
更
の
場
合
が
あ
り
ま
す

カ
フ
ェ
営
業
日

　
水
曜
、
土
曜
、
日
曜
、
祝
日

　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

※
カ
フ
ェ
営
業
日
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
掲
載
中

駐
車
場
　
67
台
（
無
料
）

「
灘
黒
岩
水
仙
郷
」
施
設
愛
称
募
集
中

「
灘
黒
岩
水
仙
郷
」
施
設
愛
称
募
集
中

対
象
　
施
設
を
訪
れ
た
人

※
最
優
秀
賞
の
人
に
は
豪
華
特
産
品

を
プ
レ
ゼ
ン
ト

応
募
期
限
　
9
月
23
日（
火
）ま
で

問
商
工
観
光
課
☎
43
・
５
２
２
１

　
南
あ
わ
じ
市
の
冬
の
風
物
詩
で
あ

る
「
灘
黒
岩
水
仙
郷
」
が
令
和
７
年

４
月
23
日
よ
り
1
年
間
を
通
し
た
営

業
を
開
始
し
ま
し
た
。
絶
景
の
展
望

テ
ラ
ス
に
加
え
、
四
季
折
々
の
花
な

ど
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
施
設
に

変
わ
り
、
市
民
や
観
光
客
の
憩
い
の

場
、
サ
イ
ク
リ
ス
ト
の
休
憩
所
と
し

て
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　
施
設
の
２
階
に
は
ふ
く
カ
フ
ェ
２

号
店「
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
　
Ｃ
Ｏ
Ｆ
Ｆ
Ｅ
Ｅ
」

が
オ
ー
プ
ン
し
、
こ
だ
わ
り
の
コ
ー

ヒ
ー
や
ワ
ッ
フ
ル
な
ど
を
提
供
し
て

い
ま
す
。

　

灘
黒
岩
水
仙
郷

１
年
間
を
通
し
た
営
業
を
開
始

施設２階にオープンしたふくカフェ２号店

５
年
に
一
度
、
全
員
参
加
の
統
計
調
査

国
勢
調
査
の
実
施
本
部
を
設
置

　
令
和
７
年
10
月
に
実
施
す
る
国
勢
調
査
を
前

に
、
4
月
18
日
、
市
役
所
内
に
国
勢
調
査
実
施
本

部
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
国
勢
調
査
は
、
５
年
に
一
度
行
わ
れ
る
国
の
最

も
重
要
な
統
計
調
査
で
、
今
年
で
22
回
目
。
10
月

１
日
現
在
で
国
内
在
住
の
す
べ
て
の
人
が
対
象
と

な
り
ま
す
。
調
査
結
果
は
、
少
子
化
対
策
や
高
齢

者
福
祉
、
防
災
計
画
な
ど
、
生
活
に
欠
か
せ
な
い

さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

　
9
月
中
旬
か
ら
調
査
員
が
す
べ
て
の
世
帯
に
調

査
書
類
を
配
布
し
ま
す
の
で
、
ご
回
答
を
お
願
い

し
ま
す
。

ありがとうございますありがとうございます

寄付金贈呈式を開催寄付金贈呈式を開催
■災害時のトイレ問題の解消に役立ててもらおうと、
神戸市在住の加藤昌平さんから、市に500 万
円の寄付がありました。４月18日、市役所で寄
付金の贈呈式が行われ、加藤さんから守本市
長に目録が手渡されました。加藤さんは、阪神・
淡路大震災で家族が被災した経験があり、「家
族からトイレが一番困ったと聞いた。トイレカーが
もっと全国的に広がってほしい」と話しました。
寄付金は２台目のトイレカー購入費用として活用
します。

感謝状を手にする加藤昌平さん（左）と守本市長

オープニングセレモニーでのテープカット

看板を掲げる守本市長

市ホームページ

　今年の 4月、5月は穏やかな天候に恵まれ、各地で春祭
りが盛大に開催されました。穏やかな空の下、地域に賑わ
いと活気が広がる様子に、私も大きな喜びを感じています。
　私自身、地域のお祭りには特別な思い入れがあります。
小学生の頃には、宵宮で金魚すくいに夢中になり、少し
離れた場所の祭りにも自転車で出かけたものでした。二十
歳には、東京から帰省して神輿を担ぎ、フランス勤務中
に迎えた初老の春には、夜行便で帰国し行事に参加した
ことが印象深く心に残っています。思い返すと、祭りをは
じめとして、さまざまな節目にふるさとと関わってきたこ
とで築かれた絆や経験が、今こうして市長としての仕事に
携わることへとつながっているのだと感じています。
　祭りは、地域の文化や歴史を受け継ぐ「縦の糸」であり、
同級生や先輩・後輩との絆を深める「横の糸」としても、
地域の宝です。コロナ禍では、祭りをはじめ多くの行事
が中止となり、地域のつながりが薄れてしまうのではと
心配しました。そこで令和 4年度には「地域行事等再開

応援事業補助金」を創設し、多くの自治会が再び祭りを
開催する姿に、「さすがは南あわじ市」と大きな力強さ
を感じたものです。
　一方で、担い手不足という大きな課題にも直面してい
ます。今年も人数が集まらず、だんじりを出せなかった
自治会がありました。少子高齢化が進む中で、この傾向
は今後さらに広がることが懸念されます。
　地域の絆は、防災や福祉、日常の安全・安心を支える
土台です。その象徴である祭りを守っていくには、新し
い工夫が欠かせません。近年では、女の子がだんじりに
乗ったり、唄に女性が加わったりと、担い手の幅が広がっ
てきました。沼島では島外からの助っ人も迎え入れ、男
女問わず多くの人が春祭りを楽しんでいます。若者の発
案で神輿の後にコンサートを開催する例も出てきました。
　こうして多様な人が関わることで、新しい視点からの
提案やアイデアが生まれ、祭りの魅力がさらに高まり、
地域の絆も深まっていく。そんな好循環が生まれること
を期待しています。
　伝統を守りながら変えることには困難も伴いますが、
伝統とは人が時代とともに育てていくものです。千年
続く日本企業の多くが、創業の精神を守りつつも、時
代に応じて柔軟に事業を変化させてきたように、地域
のお祭りもまた、奉仕の心や「皆で楽しむ」という精
神を大切にしながら、しなやかに時代に適応し、未来
へとつながっていくものだと私は信じています。
　市役所としても、地域の皆さまとの対話の中で知恵
を出し合い、これからの祭りのあり方を共に考えてま
いりたいと思います。

―地域のお祭りを次世代へと繋げていくために―

南あわじ市長 守本 憲弘

の特色を生かした学びを深め
つつ、地域とのつながりを大
切にしてまいります。市民の
皆さまにも、学生たちのさま
ざまな活動を通して、本キャ
ンパスをより身近に感じていただければ幸いです。引き
続き、温かいご支援を賜りますようお願い申し上げます。

新入生歓迎会を開催
　４月 23日、農学部１年生を対象に新入生歓迎会を開催
しました。新たに入学した学生たちは、地域創成農学科
および海洋水産生物学科の在学生とともに、キャンパス
全体が一体となった素晴らしいひとときを過ごしました。
在学生たちが企画・運営を担ったステージでは、約 20 の
サークルによる紹介に加え、軽音サークルによる生演奏
が行われ、会場は大いに盛り上がりました。サークル活
動を通じて、学生たちは多様な背景を持つ仲間と出会い、
新たな交流の機会を得ることができると期待されます。
　南あわじ志知キャンパスでは、今後も農学部ならでは

オープンキャンパスのお知らせ
日時　６月 15 日（日）13:00 ～ 15:30
場所　吉備国際大学南あわじ志知キャンパス
内容　学科紹介、ミニ講義、個別相談など
申込み・問合せ（要予約）
大学ホームページからの申込もしくは電話予約　
入試広報室フリーダイヤル☎ 0120-25-9944
※メールアドレスをお持ちでない方は電話にてお申込み
　ください。申込確認メールを受け取るにはお使いのモ
　バイル機器の接続を確認し、「パソコンから受信」で
　きるようにしてください

新入生歓迎会



2025.6.1発行

南あわじ市からのお知らせ

マイナンバー (個人番号 )カードおよび電子証明書の更新　

1111 1010

松井開発運輸株式会社
「安心・安全・信頼」の解体工事はお任せください！！

南あわじ市湊１３５４　ＴＥＬ 0799-36-5078

お気軽に
ご相談を…
※お見積もりは無料です

～ 新しい夢の『はじまり』を創るために ～ 従業員募集中！

明
石
年
金
事
務
所
管
内

出
張
年
金
相
談

▽
日
時　
７
月
24
日（
木
）

　
午
前
10
時
15
分
～
午
後
３
時

▽
場
所　
洲
本
市
文
化
体
育
館

▽
受
付
期
間　
６
月
24
日（
火
）～

※
満
席
に
な
り
次
第
受
付
終
了 

▽
受
付
・
問
合
せ　

明
石
年
金
事

務
所
お
客
様
相
談
室

　
☎
０
７
８
・
９
１
２
・
４
９
８
３

　
　
音
声
案
内
①
→
②

問
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー

　
☎
43・５
２
１
２

国民
年金

　
令
和
７
年
４
月
分
か
ら
令
和
８

年
３
月
分
ま
で
の
国
民
年
金
保
険

料
は
、
月
額
１
万
７
５
１
０
円
で

す
。
保
険
料
は
、
日
本
年
金
機
構

か
ら
届
く
納
付
書
に
よ
り
、
金
融

機
関
・
郵
便
局
・
コ
ン
ビ
ニ
で
納

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に

よ
る
納
付
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア

プ
リ
に
よ
る
電
子
決
済
、
電
子
納

付
（
ペ
イ
ジ
ー
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
バ
ン
キ
ン
グ
な
ど
）、
便
利
で

お
得
な
口
座
振
替
も
あ
り
ま
す
。

　
経
済
的
な
理
由
等
で
保
険
料
の

納
付
が
困
難
な
人
は
、
申
請
に
よ

り
保
険
料
の
免
除
や
納
付
猶
予
を

受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

納
付
方
法
は
い
ろ
い
ろ

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

陸の港西淡前より徒歩 1 分
西淡三原ＩＣから車で３分 南あわじ斎場

葬儀・仏壇・墓石・ギフト

株 式 会 社 神 戸 未 来
〒 656-0322 南あわじ市志知鈩 466-1
TEL：0799-36-0033　 FAX：0799-36-0053

（市内割引致します）

無料

※
制
度
開
始
後
に
出
生
等
に
よ

り
、
初
め
て
戸
籍
に
記
載
さ
れ

る
人
は
、
振
り
仮
名
に
つ
い
て

も
届
出
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す

「
氏
」ま
た
は「
名
」の
振
り
仮
名
の

届
出

届
出
期
間

　
令
和
８
年
５
月
25
日
ま
で

届
出
が
で
き
る
人（
通
知
書
に
記

載
し
て
い
ま
す
）

　
氏
：
原
則
戸
籍
の
筆
頭
者

　

名
：
本
人（
未
成
年
者
は
親
権

　

者
か
ら
届
出
が
で
き
ま
す
）

届
出
方
法　
❶
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル

❷
市
役
所
窓
口
（
総
合
窓
口
セ

ン
タ
ー
、
沼
島
出
張
所
）
で
の

届
出
❸
郵
送

※
振
り
仮
名
の
届
出
に
か
か
る
手

数
料
は
無
料
で
す
。
ま
た
、
届

出
を
し
な
か
っ
た
と
し
て
も
罰

則
や
罰
金
は
あ
り
ま
せ
ん

※
そ
の
読
み
方
を
使
用
し
て
い
る

こ
と
を
証
す
る
書
面
が
必
要
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い

問
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー

　
☎
43
・
５
２
１
２

戸籍
　

令
和
７
年
５
月
26
日
に
、戸
籍

に
氏
名
の
振
り
仮
名
を
記
載
す
る

制
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。

記
載
さ
れ
る
ま
で
の
流
れ

本
籍
地
の
市
区
町
村
長
か
ら
通
知

　
「
戸
籍
に
記
載
さ
れ
る
振
り
仮

名
」
の
通
知
書
が
、
原
則
と
し

て
戸
籍
の
筆
頭
者
宛
て
に
郵
送

さ
れ
ま
す
。

届
い
た
通
知
書
の
内
容
を
確
認

　

通
知
書
は
戸
籍
単
位
で
郵
送

し
、
戸
籍
内
で
別
住
所
の
人
は

そ
の
住
所
に
郵
送
さ
れ
ま
す
。

発
送
時
期
は
本
籍
地
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
。

※
南
あ
わ
じ
市
に
本
籍
が
あ
る
人

は
６
月
下
旬
に
発
送
し
ま
す

◆
通
知
に
記
載
さ
れ
た
振
り
仮
名

が
正
し
い
場
合

　
届
出
は
不
要
で
す
。
令
和
８
年

５
月
26
日
以
降
、
通
知
書
に
記

載
さ
れ
た
振
り
仮
名
が
戸
籍
に

記
載
さ
れ
ま
す
。

◆
通
知
に
誤
っ
た
振
り
仮
名
が
記

載
さ
れ
て
い
た
場
合

　

必
ず「
氏
」ま
た
は「
名
」の
振
り

仮
名
の
届
出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
小
さ
い
「
ャ
」「
ュ
」「
ョ
」「
ッ
」、

濁
点
の
有
無
な
ど
確
認
し
て
く

だ
さ
い

通
知
書
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

戸
籍
に
振
り
仮
名
が
記
載
さ
れ
ま
す

納期限は６月30日（月）納期限は６月30日（月）

◆マイナンバーカードの更新（申請）◆マイナンバーカードの更新（申請）
（更新手続きの方法）（更新手続きの方法）
❶スマートフォン・パソコンからオンライン申請❶スマートフォン・パソコンからオンライン申請
❷手書き用交付申請書を使用した申請（郵送）❷手書き用交付申請書を使用した申請（郵送）
❸南あわじ市役所特設ブースにて申請❸南あわじ市役所特設ブースにて申請
※更新申請後、新しいカードが出来上がるまで、約 1 カ月かかります※更新申請後、新しいカードが出来上がるまで、約 1 カ月かかります

マイナンバーカード総合サイトマイナンバーカード総合サイト
（マイナンバーカードを申請する）（マイナンバーカードを申請する）

市ホームページ市ホームページ
（市役所特設ブースにて申請）（市役所特設ブースにて申請）

◆電子証明書の更新◆電子証明書の更新
　マイナンバーカードに搭載された電子証明書（利用者証明用電子証明書と署名用電子証明書）の更新手続き　マイナンバーカードに搭載された電子証明書（利用者証明用電子証明書と署名用電子証明書）の更新手続き
は、市役所窓口にあるシステムで行い即時完了します。は、市役所窓口にあるシステムで行い即時完了します。
持参　有効期間内のマイナンバーカードおよび有効期限通知　有効期間内のマイナンバーカードおよび有効期限通知
※スマートフォンやパソコンによる手続きはできません※スマートフォンやパソコンによる手続きはできません
※更新には、交付時に設定した暗証番号が必要です。暗証番号を確認のうえ来庁いただければスムーズにお手※更新には、交付時に設定した暗証番号が必要です。暗証番号を確認のうえ来庁いただければスムーズにお手

続きができます。なお、お忘れの場合は窓口で再設定後に更新となります（本人来庁の場合のみ）続きができます。なお、お忘れの場合は窓口で再設定後に更新となります（本人来庁の場合のみ）
※有効期限内であれば、代理人による手続きも可能です（有効期限通知書に同封されている照会書兼回答書を※有効期限内であれば、代理人による手続きも可能です（有効期限通知書に同封されている照会書兼回答書を

記入し、ご持参ください）記入し、ご持参ください）

マイ
ナンバー

マイナンバーカード総合サイトマイナンバーカード総合サイト

（更新手続きについて）（更新手続きについて）

マイナンバーカード総合サイトマイナンバーカード総合サイト

（電子証明書について）（電子証明書について）

問総合窓口センター☎ 43-5212問総合窓口センター☎ 43-5212

市ホームページ

■更新手続きについて■更新手続きについて
　マイナンバーカードおよび電子証明書の更新手続きは有効期限の３カ月前の翌日から可能です。有効期限をご確
認のうえ、お早めに更新手続きをお願いします。マイナンバーカードの電子証明書は、有効期限後であっても更新
手続きは可能です。
※有効期限後から更新手続きを行うまでの間、コンビニ交付による証明書の取得やマイナ保険証としての利用、※有効期限後から更新手続きを行うまでの間、コンビニ交付による証明書の取得やマイナ保険証としての利用、

e-Tax 等の電子申請等のご利用はできませんのでご注意くださいe-Tax 等の電子申請等のご利用はできませんのでご注意ください

市ホームページ市ホームページ

■有効期限について■有効期限について
　マイナンバーカードの有効期限は、発行日から10回目の誕生日（18歳未満は５回目）まで　マイナンバーカードの有効期限は、発行日から10回目の誕生日（18歳未満は５回目）まで、、電子証明書の有効電子証明書の有効
期限は、年齢にかかわらず発行日から５回目の誕生日まで期限は、年齢にかかわらず発行日から５回目の誕生日までに設定されています。に設定されています。有効期限を迎える人に対し、有効期有効期限を迎える人に対し、有効期
限の約３カ月前に「有効期限通知書」が送付されますのでご確認ください。更新にかかる手数料は、無料です。限の約３カ月前に「有効期限通知書」が送付されますのでご確認ください。更新にかかる手数料は、無料です。
※旧カードの紛失等により交付時に返却できない場合は有料となります※旧カードの紛失等により交付時に返却できない場合は有料となります

❶市県民税・森林環境税【1期】
❷介護保険料【２期】

※納期限内の納付がない場合、督
促状が発送されます。督促状の
発送日から起算して、10 日を
経過した日までに納付がない場
合は、差押えなどの滞納処分を
行います

※納付が困難な場合は、各担当課
にご相談ください

問❶税務課☎43-5213
　❷長寿・保険課☎43-5217
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南あわじ市からのお知らせ
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アリスホームドクター
南あわじ市北阿万筒井76-1

•しろあり　•はち
•ゴキブリ　•ムカデ
•ネズミ　　•イタチ
•ハト　　　•コウモリ
•その他害虫☎0799-55-0800

※お気軽にお問合せ下さい。

淡路島のシロアリ防除・害虫駆除専門店

全島対応
いたします
全島対応
いたします

しろあり被害・拡大中!!

調査・
見積無料！

　

搬
、
積
込
用
お
よ
び
掘
削
用
、

解
体
用
）

補
助
金
額　
補
助
対
象
経
費
の
３

分
の
２
（
上
限
15
万
円
）

※
免
許
取
得
前
に
申
請
が
必
要

※
補
助
対
象
と
な
る
資
格
等
の
取

得
の
日
か
ら
５
年
以
上
団
員
と

し
て
活
動
継
続
を
誓
約
す
る
こ

と
が
条
件

問
危
機
管
理
課
☎
43
・
５
２
０
３

補助金
対
象
と
な
る
免
許
・
資
格

・
準
中
型
自
動
車
運
転
免
許

※
普
通
自
動
車
運
転
免
許
の
取
得

経
費
は
対
象
外

・
中
型
、
大
型
、
大
型
特
殊
、
け

ん
引
自
動
車
運
転
免
許

・
Ａ
Ｔ
限
定
解
除
（
普
通
Ａ
Ｔ
、

準
中
型
５
ト
ン
Ａ
Ｔ
、
中
型
８

ト
ン
Ａ
Ｔ
）

・
車
両
系
建
設
機
械
の
運
転
技
能

講
習
、
小
型
車
両
系
建
設
機
械

の
運
転
特
別
教
育
（
整
地
、
運

消
防
団
員
の
免
許
取
得
費
用

を
補
助
し
ま
す

る
18
歳
以
上
の
健
康
な
女
性

問
危
機
管
理
課
☎
43
・
５
２
０
３

募集
　
市
消
防
団
で
は
、
女
性
消
防
団

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
女
性
団
員
は
、
な
で
し
こ
分
団

に
所
属
し
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
に
女
性
の
視
点
を
生

か
し
た
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

主
な
活
動

　
火
災
予
防
の
啓
発
、
救
命
講
習

会
、
防
災
指
導
、
消
防
団
行
事

へ
の
参
加
な
ど

応
募
資
格

　
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
し
て
い

女
性
の
視
点
を
生
か
し
た
活
動
を

な
で
し
こ
分
団
団
員
を
募
集

市ホームページ

特
産
品
の
お
届
け
方
法　
特
産
物

通
販
サ
イ
ト
「
南
あ
わ
じ
マ
ル

シ
ェ
」
で
利
用
で
き
る
ポ
イ
ン

ト
５
０
０
０
円
分
を
付
与
し
ま

す
。
友
人
・
知
人
の
紹
介
で
さ

ら
に
３
０
０
０
円
分
（
紹
介
さ

れ
た
人
に
は
２
０
０
０
円
分
）

の
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
し
ま
す
。

ご
自
身
で
お
好
み
の
特
産
品
を

お
選
び
く
だ
さ
い
。
後
日
、
取

扱
事
業
者
か
ら
特
産
品
を
お
届

け
し
ま
す
。

問
ふ
る
さ
と
創
生
課

　
つ
な
が
り
開
発
室

　
☎
43
・
５
２
５
１

　
ふ
る
さ
と
を
離
れ
て
将
来
の
夢

に
向
か
っ
て
頑
張
る
若
者
を
応
援

し
、南
あ
わ
じ
市
と
の
つ
な
が
り

や
郷
土
愛
を
深
め
る
き
っ
か
け
と

す
る
た
め
、特
産
品
を
お
届
け
し

ま
す
。

対
象
者

・
４
月
１
日
時
点
で
年
齢
が
18
歳

～
21
歳
（
平
成
15
年
４
月
２

日
～
平
成
19
年
４
月
１
日
生
ま

れ
）
の
人

・
南
あ
わ
じ
市
出
身
で
、
住
民

票
の
異
動
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
、
日
本
国
内
か
つ
淡
路
島
外

に
居
住
し
て
い
る
人 

な
ど

※
令
和
６
年
度
以
前
に
申
請
さ
れ

た
人
も
、
引
き
続
き
対
象
要
件

に
該
当
す
る
場
合
、
令
和
７
年

度
も
申
請
が
可
能
で
す

申
請
方
法　

　
電
子
申
請
ま
た
は
郵
送

申
請
期
間　
６
月
16
日（
月
）～

　
令
和
８
年
１
月
31
日（
土
）

若者

島
外
で
頑
張
る
若
者
を
特
産
品
で
応
援

若
者
ふ
る
さ
と
応
援
便

市ホームページ

福
祉
医
療
利
用
上
の
注
意

❶
学
校
等
で
の
事
故
で
日
本
ス
ポ

ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
の
給
付
を

受
け
る
と
き

❷
他
の
公
費
負
担
医
療
の
給
付
を

受
け
る
と
き

※
乳
幼
児
等
お
よ
び
こ
ど
も
医
療

費
受
給
者
で
、
自
立
支
援
医

療
・
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医

療
・
難
病
法
に
基
づ
く
特
定

医
療
の
公
費
助
成
を
受
け
て
支

払
っ
た
自
己
負
担
額
に
つ
い
て

は
、
申
請
に
よ
り
払
戻
し
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す

問
長
寿
・
保
険
課
医
療
保
険
係

　
☎
43
・
５
２
５
７

福祉
医療

　
福
祉
医
療
費
助
成
制
度
（
高
齢

期
移
行
・
重
度
障
害
・
乳
幼
児
等
・

母
子
家
庭
等
・
高
齢
重
度
障
害
・

こ
ど
も
）
は
、
毎
年
７
月
に
更
新

を
行
っ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
該

当
す
る
人
に
は
６
月
下
旬
に
受
給

者
証
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
７
月

以
降
は
新
し
い
受
給
者
証
で
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

※
母
子
家
庭
等
医
療
の
対
象
者
に

は
、
更
新
申
請
の
案
内
を
送
付

し
ま
す
の
で
、
総
合
窓
口
セ
ン

タ
ー
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い

受
給
者
証
の
交
付

　
交
付
に
は
所
得
の
申
告
が
必
要

で
す
。
対
象
者
で
も
所
得
の
申
告

が
な
い
場
合
は
、
資
格
の
確
認
が

で
き
な
い
た
め
受
給
者
証
を
交
付

で
き
ま
せ
ん
。 ７

月
以
降
は
新
し
い
受
給
者
証
で
受
診

福
祉
医
療
費
受
給
者
証
を
お
送
り
し
ま
す

2025 年ミャンマー地震
救援金の募金箱を設置
しています
場所　南あわじ市役所本館１階
期間　６月26日（木）まで
　救援金は、市でとりまとめて日

本赤十字社へ送付し、現地の

救援・復興支援活動および防

災・減災活動等に充てられます。

問総務課☎ 43-5001

定額減税補足給付金（不足額給付）について給付金
問税務課☎ 43-5213問税務課☎ 43-5213

　　令和６年分所得税と令和６年度分の個人住民税所得割から定額減税しきれなかった人を対象に、不足額の給付を令和６年分所得税と令和６年度分の個人住民税所得割から定額減税しきれなかった人を対象に、不足額の給付を
予定しています。対象者には８月以降にご案内を送付する予定です。予定しています。対象者には８月以降にご案内を送付する予定です。具体的なスケジュール等の詳細が決まりました具体的なスケジュール等の詳細が決まりました
ら改めてお知らせいたしますので、今しばらくお待ちください。ら改めてお知らせいたしますので、今しばらくお待ちください。
対象者の例対象者の例
❶令和６年度に定額減税補足給付金（見込給付）を受けたが、令和６年分所得税が見込給付時の推計よりも低く不足❶令和６年度に定額減税補足給付金（見込給付）を受けたが、令和６年分所得税が見込給付時の推計よりも低く不足

額が発生した人額が発生した人
❷令和６年度は定額減税し切れる見込のため定額減税補足給付金がなかったが、令和６年分所得税が見込給付時の推❷令和６年度は定額減税し切れる見込のため定額減税補足給付金がなかったが、令和６年分所得税が見込給付時の推

計よりも低く不足額が発生した人計よりも低く不足額が発生した人
❸定額減税の対象になっておらず、低所得者世帯向け給付の対象世帯でもない人で、税制度上、「扶養親族等」から❸定額減税の対象になっておらず、低所得者世帯向け給付の対象世帯でもない人で、税制度上、「扶養親族等」から

外れている青色事業専従者、事業専従者（白色）や合計所得金額 48 万円超の人外れている青色事業専従者、事業専従者（白色）や合計所得金額 48 万円超の人
給付額給付額　❶および❷の人　　不足額　❶および❷の人　　不足額
　　　　❸の人　　　　　　原則４万円　　　　❸の人　　　　　　原則４万円
給付金を装った詐欺にご注意ください給付金を装った詐欺にご注意ください
　自宅や職場などに国や市町村の職員をかたる不審な電話や郵便があった場合は、南あわじ警察署（☎ 42-0110）　自宅や職場などに国や市町村の職員をかたる不審な電話や郵便があった場合は、南あわじ警察署（☎ 42-0110）
に連絡をしてください。南あわじ市が受取手続きのためにＡＴＭの操作や手数料の振り込みを求めることはありません。に連絡をしてください。南あわじ市が受取手続きのためにＡＴＭの操作や手数料の振り込みを求めることはありません。
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生涯
活躍
60
歳
以
上
の
シ
ニ
ア
の
皆
さ
ま
へ

地
域
で
活
躍
し
ま
せ
ん
か
？

②
無
理
な
く
働
い
て
気
分
も
収
入

も
上
向
き
に

　
シ
ニ
ア
の
生
涯
活
躍

　
総
合
相
談
窓
口
（
要
予
約
）

▽
日
時　
６
月
30
日（
月
）

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　
（
受
付
終
了
午
後
２
時
30
分
）

▽
場
所　
市
役
所
本
館
３
階

　
３
０
４
・
３
０
５
会
議
室

◆
市
と
市
内
事
業
者
が
用
意
し
た

シ
ニ
ア
向
け
の
仕
事
を
紹
介

◆
事
業
者
が
数
社
参
加
予
定

※
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
参
加
申
込

問
長
寿
・
保
険
課
生
涯
活
躍
推
進
室

　
☎
43
・
５
２
６
０

①
活
動
の
「
場
」
を
紹
介
し
ま
す

　
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
お
も
い
や
り
ポ
イ
ン
ト
制
度

　
説
明
会
・
相
談
会
（
要
予
約
）

▽
日
時　
６
月
13
日（
金
）

　
午
前
10
時
～
11
時

▽
場
所　
倭
文
公
民
館

　
◆
誰
か
の
役
に
立
ち
た
い
人
、
生

き
が
い
づ
く
り
が
し
た
い
人
に

お
す
す
め

◆
貯
ま
っ
た
ポ
イ
ン
ト
は
市
内
で

使
え
る
商
品
券
（
お
も
い
や
り

ポ
イ
ン
ト
券
）
に
交
換
で
き
る

※
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
参
加
申
込

①②参加申込
フォーム

日程
9:00～ 16:45 開設 場所

６月４日（水） 沼島地区公民館
６月 11 日（水） 伊加利地区公民館
６月 18 日（水） 倭文公民館
６月 25 日（水） 潮美台地区公民館
７月２日（水） 湊地区公民館
予約☎0120-333-658（９:00～ 18:00）

※平日の火曜、金曜日は市役所１階ロビーで開設します

ス
マ
ホ
講
習
会
に

講
師
を
派
遣
し
ま
す

　
市
内
の
グ
ル
ー
プ
や
団
体
が
主

催
す
る
ス
マ
ホ
講
習
会
に
講
師
を

派
遣
し
ま
す
。
対
象
人
数
は
４
～

10
人
程
度
、
１
回
１
２
０
分
以
内

で
す
。

　
開
催
予
定
日
の
１
カ
月
前
ま
で

に
情
報
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

問
情
報
課
☎
43
・
５
２
０
６

ス
マ
ホ
の
困
り
ご
と
解
決
を
お
手
伝
い

今
月
の
ス
マ
ホ
出
張
相
談
窓
口

スマホ

市ホームページ

全島一斉清掃の日
7月６日（日）

美しいまちづくりのため
積極的なご参加を！

問環境課☎ 43-5214

タマネギ残さは、処理施設へ
場所・受入時間　
①神代センター　月～金曜日 午前９時～午後３時（土日祝日休み）
②北阿万センター　月～土曜日 午前８時～午後５時
利用料金　 農家　150 円 /20kg　
　　　　　※利用料 300 円のうち半額を市が助成
問農林振興課☎ 43-5223・バイオマス施設管理組合☎ 42-0356

る
よ
う
な
書
き
込
み
は
、削
除
に

向
け
て
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が

ら
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る

と
き
は
、顔
が
見
え
な
い
か
ら
こ

そ
、お
互
い
の
人
権
を
尊
重
す
る

こ
と
を
忘
れ
ず
に
ル
ー
ル
や
モ
ラ

ル
を
守
っ
て
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

問
市
民
協
働
課
☎
43
・
５
２
４
４

　
社
会
教
育
課
☎
43
・
５
２
３
２

人権
　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ

り
、匿
名
性
、情
報
発
信
の
容
易
さ

か
ら
、差
別
的
な
書
き
込
み
な
ど

が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、こ
の
よ
う
な
差
別
的

な
書
き
込
み
等
を
監
視
し
た
り
、

そ
の
実
施
を
広
く
周
知
し
た
り
す

る
こ
と
で
抑
止
効
果
を
図
る「
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・モ
ニ
タ
リ
ン
グ
事

業
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、重
大
な
人
権
侵
害
に
あ

た
る
書
き
込
み
や
差
別
を
助
長
す

見
え
な
い
相
手
へ
の
思
い
や
り
を

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

市ホームページ

対
象　

介
護
予
防
に
関
心
が
あ

り
、
南
あ
わ
じ
市
で
サ
ポ
ー
タ

ー
と
し
て
地
域
で
活
動
し
て
い

た
だ
け
る
人

定
員　
先
着
16
人

費
用　
無
料

申
込
方
法　
６
月
16
日（
月
）ま
で

に
電
話
で
申
し
込
み

問
地
域
包
括
支
援
室

　
☎
43
・
５
２
３
７

　
「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」
の
目
的
を

理
解
し
、
支
援
し
て
く
れ
る
サ
ポ
ー

タ
ー
の
養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
❶
６
月
24
日（
火
）❷
７
月

１
日（
火
）❸
７
月
８
日（
火
）❹

７
月
15
日（
火
）の
全
４
回

　
午
後
１
時
45
分
～
３
時
30
分

　
（
受
付
午
後
１
時
15
分
～
）

場
所　
市
役
所
本
館
３
階

　
３
０
４
・
３
０
５
会
議
室

募集

い
き
い
き
百
歳
体
操
で
健
康
支
援

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
開
催

条
件　
18
歳
以
上

※
高
校
生
不
可

申
込
方
法　
履
歴
書
を
三
原
分
館

へ
持
参
（
代
理
提
出
可
）

申
込
期
限　
６
月
13
日（
金
）

　
午
後
４
時

選
考
方
法　
６
月
下
旬
に
面
接
試

験
を
実
施
予
定

問
市
立
図
書
館
三
原
分
館

　
☎
43
・
５
０
３
７

募集
期
間　
７
月
14
日（
月
）～
９
月
30

日（
火
）の
う
ち
35
～
41
日
程
度

勤
務
先
・
人
数　

市
立
図
書
館

２
人
、
三
原
分
館
２
人

勤
務
時
間　
１
日
６
時
間

　
❶
午
前
９
時
～
午
後
４
時

　
❷
午
前
10
時
～
午
後
５
時

　
❸
午
後
１
時
～
７
時

※
週
３
日
～
５
日
の
シ
フ
ト
制

※
原
則
週
18
時
間
以
内

賃
金　
時
給
１
１
７
９
円

※
通
勤
手
当
あ
り

市
立
図
書
館
・
市
立
図
書
館
三
原
分
館

夏
季
ア
ル
バ
イ
ト
の
募
集

対
象　
❶
妊
婦
、
乳
児
～
小
学
２

年
生
の
子
ど
も
と
保
護
者
❷

小
学
３
年
生
以
上
の
子
ど
も

と
保
護
者
、
大
人

※
各
20
組
、
一
人
で
の
参
加
も
可

参
加
費　
無
料

応
募
方
法　
電
話
ま

た
は
応
募
フ
ォ
ー

ム
か
ら
申
込
み

申
込
期
限　
６
月
14
日（
土
）

問
市
立
図
書
館
☎
53
・
０
２
３
４

募集
　
絵
本
専
門
士
と
絵
本
の
世
界
を

楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？
妊
婦
の

人
、
赤
ち
ゃ
ん
、
小
学
生
、
絵
本

に
興
味
の
あ
る
大
人
ま
で
大
歓
迎

で
す
。
読
み
聞
か
せ
・
読
み
合
い

で
、
た
く
さ
ん
の
絵
本
に
ふ
れ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

講
師　
絵
本
専
門
士
、
脳
研
究
者

森
慶
子 

氏

日
時　
６
月
15
日（
日
）

　
❶
午
後
１
時
30
分
～
２
時
５
分

　
❷
午
後
２
時
25
分
～
３
時
40
分

絵
本
専
門
士
と
い
っ
し
ょ
に

読
み
聞
か
せ
・
読
み
合
い
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

に
設
置

応
募
締
切　
６
月
20
日（
金
）

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い

問
環
境
課
☎
43
・
５
２
１
４

　
不
法
投
棄
で
お
困
り
の
地
域
に

防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
ま
す
。

※
設
置
に
関
し
て
費
用
負
担
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
設
置
後
の
管
理

費
等
に
つ
い
て
は
自
治
会
で
お

願
い
し
ま
す

設
置
予
定
台
数　
２
台

※
不
法
投
棄
が
多
発
し
て
お
り
、

か
つ
電
源
が
確
保
で
き
る
場
所

募集

不
法
投
棄
未
然
防
止
用
の

防
犯
カ
メ
ラ
設
置

中央リサイクルセンター 資源ゴミ等分別作業・受付員募集

60 歳以上のみなさん
シルバー会員になってみませんか?

（公社）南あわじ市シルバー人材センター
　〒 656-0122　南あわじ市広田広田 1064 番地（旧緑庁舎）1 階

TEL ／ 0799-45-0171    FAX ／ 0799-45-1814

空いた時間で「ちょこっと」誰かのお手伝い

「ちょこサポ会員」「ちょこサポ会員」募集中 問0799-45-0012

チエブクロー

ホームページ

入会説明会のご案内
日時　❶６月 11 日（水）午後 1 時 30 分～
　　　❷６月 25 日（水）午後 1 時 30 分～
場所　南あわじ市シルバー人材センター
　　　（旧緑庁舎）2 階
内容　シルバー人材センターの仕組み、活動内容、
　　　働き方などについて説明します。

　
市
内
の
商
店
街
が
連
合
体
と
な

っ
て
、
市
内
で
広
く
利
用
で
き
る

25
％
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
を

販
売
し
ま
す
。

対
象　
５
月
28
日（
水
）ま
で
に
購

入
予
約
申
込
を
し
た
人

販
売　
６
月
か
ら
開
始

※
商
品
券
購
入
予
約
申
込
後
に

「
引
換
券
」
が
届
い
た
人
は
指

定
日
に
郵
便
局
で
商
品
券
を
購

入
し
て
く
だ
さ
い

使
用
期
間　
７
月
１
日（
火
）～

　
９
月
30
日（
火
）

使
用
可
能
店
舗

　
５
７
５
店
舗（
５
月
１
日
時
点
）

※
店
舗
一
覧
や
事
業
の
詳
細
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

問
連
合
商
店
街
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
☎
52
・
１
７
１
７

※
平
日
の
み

　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の

販
売
開
始

商品券
販売

市ホームページ市ホームページ
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本会議　※開会はすべて午前10時～
日程 内容

５月30日（金）

❶条例案上程（説明、質疑、委員会付託）
❷令和７年度一般会計補正予算案上程
　（説明、質疑、委員会付託）
❸その他の案件上程（説明、質疑、委員会付託）

６月11日（水） ❶一般質問

６月12日（木） ❶一般質問

６月13日（金） ❶一般質問 
❷追加議案上程（説明、質疑、委員会付託）

６月16日（月） 予備日

６月24日（火） ❶付託案件委員会審査報告（質疑、討論、表決）

委員会　※開会はすべて午前10時～
日程 委員会 内容

６月18日（水） 総務文教常任委員会 付託案件の
審査

６月19日（木） 産業厚生常任委員会 付託案件の
審査

議会

問議会事務局☎ 43-5005

第132回市議会
定例会日程（６月）

YouTube（ユーチューブ）で本会議、委員会のライ
ブ配信を行っていますので、ご視聴ください。
過去の会議も視聴できます。
※チャンネル名：兵庫県南あわじ市議会

令和７年度優良運転者の表彰について
受付期間　６月２日（月）～ 30 日（月）

申請・問合せ先　南あわじ交通安全協会　☎42-0410

受賞資格　次の表の条件を満たし、市内在住で、協会員であること。
表彰名 金賞 銀賞 銅賞
運転した
車の種別※ ❶ ❷ ❸ ❶ ❷ ❸ ❶ ❷ ❸
運転年数 15年 20年 30年 10年 15年 20年 5年 8年 10年
必要事項 銀賞受賞後３年を経

過していること
銅賞受賞後３年を経
過していること

市内在住の人で、協
会員であること

※運転した車の種別　❶営業用　❷自家用　❸原付

特例制度（受賞歴は必要なし）
表彰名 金賞 銀賞
無事故無
違反期間 13年以上 8年以上

協会加入
期間 20年以上 15年以上

委員
募集

「南あわじ市健康増進計画及び食育推進計画策定委員会」
委員の募集

募集人数　２人
職務内容　委員会に出席し、市の健康増進や食育推進、自殺予防対策について、市民の立場から意見や提言を行う
会　　議　年に２回程度、平日の昼間に開催
任　　期　令和７年８月１日～令和９年３月 31 日
応募資格　❶～❹の要件の全てを満たす人。❶市内に居住または市内の事業所に勤務❷市議会議員、市職員でない
　　　　　❸暴力団員等でない❹市の健康増進・食育推進・自殺予防対策の推進に理解、関心がある
応募方法　申込書に「南あわじ市の健康増進・食育推進・自殺予防対策」をテーマにした 400 字以上 800 字以内
　　　　　の小論文（書式自由）を添えて、健康課へ持参または郵送
応募期限　６月 30 日（月）  午後５時 15 分（持参の場合、土日祝日を除く、平日の 8：30 ～ 17：15）
報　　酬　日額 8,000 円
そ の 他　・選考は公募委員申込書および小論文をもとに書類審査を行い、必要と判断した場合は面接を行います。
　　　　   ・選考結果は後日応募者本人に文書で連絡します。なお、応募書類は返却しません。
※詳しくは市ホームページをご覧ください

　「ひょうご防災ネット」は兵庫県および兵庫県内
の市・町から「避難に関する情報」などの緊急情
報や、地震、津波、気象警報などの防災に関する
さまざまな情報を利用者に提供するサービスです。
　平常時には、防災の心得、防災訓練の案内等の
緊急時に備えた防災情報を掲載しています。
問危機管理課☎ 43-5203

ひょうご防災ネットにご登録ください

●メール版
二次元コードを読み
取って空メールを送信
すると、案内メールが
届きます

●アプリ版
それぞれの二次元コード
からダウンロードできます

Google PlayApp Store

表彰申請手順
①安全協会で　　
　申込用紙を受け取る

② 6 月２日以降に、郵便局から郵便　
　振替で申し込む（670 円＋手数料）

④無事故無違反証明書と
　ＳＤカードが届いたら、
　次のものを持って安全
　協会まで
・運転免許証　
・印鑑
・ＳＤカード　  
・無事故無違反証明書

③申込んでから届く
　まで約 2 週間

　淡路広域消防事務組合は、５月 1 日より通報現場を見え
る化する新しい映像通報システム「Ｌｉｖｅ119」を導入し、
運用を始めました。通報者がスマートフォンで撮影した現場
の映像をリアルタイムで同組合の通信使指令室に送信するこ
とで、従来の音声のみの 119 番通報に比べ、より正確な情
報伝達が可能となります。

映像通報システム「Ｌｉｖｅ119」導入

問健康課☎ 43-5218

日
時　
６
月
19
日（
木
）

　
午
前
10
時
30
分
～
正
午

場
所　
子
育
て
学
習
・
支
援
セ
ン

タ
ー
（
ゆ
め
る
ん
セ
ン
タ
ー
）

申
込
み　

二
次
元

コ
ー
ド
か
ら
申
込

（
先
着
10
人
）

※
託
児
あ
り
（
要
事
前
申
込
）

問
ふ
る
さ
と
創
生
課

　
☎
43
・
５
２
０
５

セミ
ナー

内
容　
働
く
女
性
や
再
就
職
を
考

え
て
い
る
女
性
等
を
対
象
に
、

ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
（
お
互
い
を
尊
重
し
な
が

ら
自
分
の
意
志
を
伝
え
る
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）
に
つ
い
て
の

セ
ミ
ナ
ー

講
師　
浜
野
千
春
さ
ん
（
国
家
資

格
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、

社
会
福
祉
士
な
ど
）

自
分
も
相
手
も
大
切
に
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

出
張
！
女
性
の
た
め
の
働
き
方
セ
ミ
ナ
ー

部
分
型
耐
震
化
補
助
（
補
助
率
４

／
５
、
上
限
50
万
円
）

※
シ
ェ
ル
タ
ー
型
工
事
費
補
助
は

高
齢
者
の
み
上
限
１
０
０
万
円

住
宅
建
替
補
助（
補
助
率
４
／
５
、

上
限
１
０
０
万
円
）

防
災
ベ
ッ
ド
設
置
助
成
（
定
額

25
万
円
）

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
都
市
政
策
課

ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

問
都
市
政
策
課
☎
43
・
５
２
２
７

耐震
　
南
あ
わ
じ
市
で
は
、
住
宅
の
耐

震
化
お
よ
び
老
朽
危
険
空
家
の
除

却
を
促
進
し
、
地
震
に
よ
る
住
宅

の
倒
壊
か
ら
市
民
の
生
命
を
守
る

た
め
、
簡
易
耐
震
診
断
、
住
宅
耐

震
化
促
進
事
業
お
よ
び
老
朽
危
険

空
き
家
除
却
支
援
事
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。

住
宅
耐
震
化
補
助
（
補
助
率
４
／

５
、
上
限
１
０
０
万
円
）

※
工
事
費
３
０
０
万
円
以
上
は
、

上
限
１
３
０
万
円
補
助

住
宅
の
耐
震
は

大
丈
夫
で
す
か
？

市ホームページ

特長
・火災や救急現場のリアル

タイム映像確認
・効果的な応急手当支援
※アプリのダウンロードや事前登録は不要
※通信料金は通報された人の負担となります
問淡路広域消防事務組合☎ 24-0119

市ホームページ
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▽
日
時　

６
月
28
日（
土
）

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

▽
講
師

　

鍼
灸
師　

保
居
愛
実 

氏

▽
持
参
品　

筆
記
用
具

▽
材
料
費　

５
０
０
円

▽
定
員　

16
人

◆
夏
花
の
寄
せ
植
え
講
座（
要
予
約
）

▽
内
容　

ふ
わ
ふ

わ
デ
ザ
イ
ン
の

お
し
ゃ
れ
な
寄

せ
植
え
作
り

▽
日
時　

６
月
28
日（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

▽
講
師　

ｈａｎａ
ブ
ラ
ン
シ
ュ

　

近
藤
幸
枝 

氏

▽
材
料
費　

２
６
０
０
円

▽
定
員　

15
人

◆
コ
ア
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
講
座

　
（
要
予
約
・
無
料
）

▽
内
容　

身
体
の
体
幹
を
整
え
、

歪
み
・
肩
こ
り
・
腰
痛
を
改
善

で
き
る
本
来
の
身
体
と
呼
吸
を

　

取
り
戻
す
体
操
を
習
得

▽
日
時　

７
月
12
日（
土
）

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

▽
講
師　
ぬ
か
酵
素
Ｓ
ｕ
ｎ
燦
代
表

伊
達
弘
泰 

氏

▽
持
参
品　

室
内
用
シ
ュ
ー
ズ
、

動
き
や
す
い
服
装
、
タ
オ
ル

▽
定
員　

15
人

※
申
込
は
電
話
予
約
。先
着
順
で
、

定
員
に
達
し
次
第
受
付
終
了

※
休
館
日
は
毎
週
月
曜
日

問
働
く
婦
人
の
家
☎
43
・２
３
２
６

留
カ
ー
ド
な
ど
で
身
分
確
認
を
お

願
い
し
ま
す
。身
分
確
認
を
し
て
い

な
い
等
の
過
失
が
あ
る
場
合
、事

業
主
も
処
罰
の
対
象
と
な
り
ま

す
。

　

ま
た
、不
法
就
労
者
を
発
見
し

た
場
合
や
雇
用
し
よ
う
と
す
る
外

国
人
が
不
法
滞
在
者
で
あ
る
こ

と
が
判
明
し
た
場
合
は
、南
あ
わ

じ
警
察
署
に
通
報
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
南
あ
わ
じ
警
察
署
☎
42
・
０
１
１
０

小
・
中
学
校
の
教
科
書
展
示
会

▽
日
時

　

６
月
13
日（
金
）～
29
日（
日
）

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

※
図
書
館
休
館
日（
毎
週
月
曜

日
）、６
月
27
日（
金
）を
除
く

▽
場
所　

市
立
図
書
館

問
学
校
教
育
課

　

☎
43
・
５
２
３
１

働
く
婦
人
の
家
講
座

◆
耳
つ
ぼ
ジ
ュ
エ
リ
ー
お
灸
講
座

（
要
予
約
）

▽
内
容　

耳
つ
ぼ

の
正
し
い
位
置

と
効
果
を
学
び
、
耳
つ
ぼ
ジ
ュエ

リ
ー
で
お
し
ゃ
れ
を
楽
し
み
な

が
ら
、
お
灸
で
経
路
の
つ
ぼ
を

刺
激
し
、
自
身
の
身
体
の
悩
み

に
対
応

受
付
終
了

▽
申
込
方
法　

原
則
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
申
込
み
と
な
り
ま
す
。

　

下
記
の
応
募
フ
ォ

ー
ム
か
ら
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

　

６
月
９
日（
月
）～
13
日（
金
）

問
淡
路
広
域
消
防
事
務
組
合

　

☎
24
・
２
４
１
６

６
月
は
豊
か
な
む
ら
を
災
害

か
ら
守
る
月
間
で
す

　
こ
の
時
期
は
、豪
雨
等
に
よ
る
た

め
池
の
決
壊
、山
崩
れ
、地
す
べ
り

な
ど
の
災
害
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

万
が
一
に
備
え
、た
め
池
や
裏
山

な
ど
の
危
険
な
箇
所
を
見
て
回
る

ほ
か
、避
難
場
所
や
避
難
経
路
を

確
認
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

問
農
林
振
興
課
☎
43
・
５
２
２
３

　

農
地
整
備
課
☎
43
・
５
２
２
５

淡
路
地
域
都
市
計
画
区
域
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
説
明
会
・

公
聴
会
を
開
催
し
ま
す

　

淡
路
地
域
都
市
計
画
区
域
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
の
見
直
し
案
に
つ
い
て
、

説
明
会
・
公
聴
会
を
開
催
し
ま
す
。 

■
説
明
会 

▽
日
時　

６
月
20
日（
金
）

　

午
後
７
時
～ 

▽
場
所　

洲
本
総
合
庁
舎

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、入
場

制
限
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す

で
、す
べ
て
の
自
然
災
害
が
対
象
で

す
。建
物
被
害
半
壊
以
上
で
再
建

す
る
と
６
０
０
万
円
給
付
し
ま
す
。

他
の
保
険
と
の
併
用
可
能
で
す
。

▽
日
時　

６
月
９
日（
月
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

▽
場
所　

市
役
所
本
館
１
階

※
申
込
み
に
は
、銀
行
の
届
出
印

お
よ
び
口
座
番
号
が
必
要（
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
も
可
）

問
危
機
管
理
課
☎
43
・
５
２
０
３

文
化
体
育
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

◆
初
回
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
習
会
　

▽
対
象
者　

16
歳
以
上

▽
受
講
料　

５
０
０
円（
市
内
）

※
次
回
よ
り
、ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー

ム
利
用
１
回
２
０
０
円（
市
内
）

▽
定
員　

６
人（
要
予
約
）

▽
講
習
時
間　

１
時
間
程
度

▽
日
時　

６
月
14
日（
土
）の
午
前

11
時
と
午
後
２
時
～
、６
月
25
日

（
水
）の
午
後
６
時
30
分
と
午

後
７
時
30
分
～

※
子
ど
も
連
れ
の
受
講
は
不
可

◆
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
臨
時
休

業
の
お
知
ら
せ

　

６
月
28
日（
土
）、29
日（
日
）は

ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
た
め
、臨
時
休

業
と
な
り
ま
す
。

問
文
化
体
育
館
☎
50
・
５
０
７
７

不
法
就
労
の
防
止
に
ご
協
力

を
！

　
外
国
人
を
雇
用
す
る
際
は
、在

18181919

ハ
ジ
ム
基
金
ひ
と
り
親
家
庭
支

援
奨
学
金
制
度 

奨
学
生
募
集

　
南
あ
わ
じ
市
婦
人
共
励
会
が
、
市

在
住
の
ひ
と
り
親
家
庭
で
経
済
的
に

困
難
な
状
況
の
学
生
等
を
学
資
を
給

付
す
る
こ
と
で
応
援
し
ま
す
。

▽
給
付
額　

奨
学
生
１
人
に
つ
き

１
年
限
り
、月
額
３
万
円

※
上
限
は
１
年
間
で
５
人
ま
で

▽
募
集
期
間　

　

６
月
９
日（
月
）～
30
日（
月
）

▽
申
込
書
配
布
・
提
出
先　

　

婦
人
共
励
会
事
務
局（
子
育
て

ゆ
め
る
ん
課
内
）

※
事
業
内
容
に
変
更

が
生
じ
た
際
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
周

知
し
ま
す

問
婦
人
共
励
会
事
務
局（
子
育
て

ゆ
め
る
ん
課
内
）

　

☎
43
・
５
２
１
９

放
課
後
事
業
ス
タ
ッ
フ
の
募
集

▽
業
務
内
容　

小
学
生
の
放
課
後

に
お
け
る
創
作
活
動
や
遊
び
の

提
供
・
見
守
り
、
お
や
つ
準
備
、

児
童
出
席
確
認
等
の
支
援

▽
業
務
時
間　

平
日
の
午
後
１
時

情
報
瓦
ば
ん

市
営
住
宅
入
居
者
の
募
集

政
令
月
収
15
万
８
千
円
以
下
対
象

※
裁
量
階
層（
新
婚
世
帯
、義
務
教
育

終
了
前
の
子
ど
も
の
い
る
世
帯
等

は
21
万
４
千
円
以
下
）

◆
富
田
住
宅（
神
代
）

▽
募
集
戸
数

　

１
戸
、Ｂ
棟
２
０
３
号
、３
Ｄ
Ｋ

（
単
身
不
可
）、平
成
元
年
度

建
築

▽
家
賃
月
額　

１
万
７
４
０
０
円

～
３
万
４
３
０
０
円
（
共
益
費

別
途
）

◇
受
付
期
間　

６
月
２
日（
月
）～

16
日（
月
）ま
で
の
平
日

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

◇
公
開
抽
選
日　

６
月
25
日（
水
）

　

午
前
10
時
～
、市
役
所
本
館
１
階

※
応
募
が
な
い
場
合
は
継
続
募
集

と
し
ま
す
。応
募
状
況
に
つ
い
て

は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い

問
都
市
政
策
課
☎
43
・
５
２
２
７

～
６
時
の
う
ち
５
時
間
以
内

※
長
期
休
暇
時
は
、
午
前
８
時
～

午
後
６
時
の
う
ち
７
時
間
以
内

▽
業
務
場
所　

市
内
ア
フ
タ
ー
ス

ク
ー
ル
（
学
童
保
育
所
）

▽
謝
金　

１
０
５
２
円
（
１
時
間
）

※
放
課
後
児
童
支
援
員
認
定
資
格

の
有
資
格
者
は
、
１
１
５
２
円

▽
申
込
方
法　

履
歴
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
有
資
格
者
は
資

格
証
明
書
の
写
し
を
添
え
て
ス

ポ
ー
ツ
青
少
年
課
に
提
出

▽
選
考
方
法　

面
接（
６
月
実
施
）

▽
申
込
締
切　

６
月
20
日（
金
）

※
大
学
生
可
、
週
１
回
か
ら
の
業

務
も
可

問
ス
ポ
ー
ツ
青
少
年
課
☎
43・５
２
３
４

キ
ッ
ズ
交
通
保
安
官
の
募
集

　

兵
庫
県
で
は
、
飲
酒
運
転
に
よ
る

悲
惨
な
交
通
事
故
を
な
く
す
た
め
、

家
族
や
地
域
に
「
飲
酒
運
転
を
し
な

い
で
ね
」
と
呼
び
か
け
る
「
キ
ッ
ズ

交
通
保
安
官
」を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
応
募
資
格

　

県
内
在
住
の
小
学
生

▽
募
集
人
数　

３
０
０
人

▽
交
付
物　

キ
ッ
ズ
交
通
保
安
官

証
、保
安
官
バ
ッ
ジ

※
詳
し
く
は
兵
庫
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い

問
兵
庫
県
県
民
生
活
部
く
ら
し
安

全
課
交
通
安
全
対
策
班

　

☎
０
７
８
・
３
６
２
・
３
８
７
９

自
動
販
売
機
の
設
置
希
望
者

を
募
集
し
ま
す

▽
設
置
場
所

　

南
あ
わ
じ
市
文
化
体
育
館

▽
設
置
台
数　

３
台

▽
受
付
期
間　

　

６
月
３
日（
火
）～
27
日（
金
）

※
２
人
以
上
の
申
込
が
あ
っ
た
場

合
は
抽
選
と
し
ま
す

▽
抽
選
会　

７
月
１
日（
火
）

　

午
後
２
時
～

※
詳
し
く
は
、市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い

問
文
化
体
育
館
☎
50
・
５
０
７
７

競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申

請
書
の
補
充
受
付
に
つ
い
て

　

令
和
７
年
度
に
市
が
行
う
競
争

入
札
（
建
設
工
事
、
コ
ン
サ
ル
、

物
品
・
役
務
）
に
参
加
を
希
望
す

る
人
の
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

の
補
充
受
付
を
行
い
ま
す
。

▽
申
請
期
限　

６
月
13
日（
金
）

▽
提
出
方
法　

原
則
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
利
用
し
た
電
子
申
請
の
み

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い

問
財
務
課
☎
43
・
５
２
１
０

美み

な菜
恋こ

い
こ
い来
屋や

出
荷
者
の
募
集

　

美
菜
恋
来
屋
で
は
出
荷
者

（
野
菜
・
果
物
）を
募
集
し
て
い
ま

■
公
聴
会 

▽
日
時　

７
月
25
日（
金
）

　

午
後
７
時
～ 

▽
場
所　

洲
本
総
合
庁
舎

※
公
述
申
出
が
な
い
場
合
中
止 

※
詳
し
く
は
兵
庫
県

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い

問
兵
庫
県
都
市
計
画
課

　

☎
０
７
８
・
３
６
２
・
３
５
７
８

歯
と
口
の
健
康
週
間

「
歯
み
が
き
で 

丈
夫
な
体
の 

基
礎

づ
く
り
」　

　

６
月
４
日（
水
）～
10
日（
火
）は

「
歯
と
口
の
健
康
週
間
」で
す
。自

分
の
歯
の
健
康
状
態
を
見
直
し
、

む
し
歯
や
歯
周
病
の
予
防
に
努
め

ま
し
ょ
う
。歯
の
健
康
を
保
つ
こ
と

は
、か
ら
だ
全
体
の
健
康
を
守
る

こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

問
健
康
課
☎
43
・
５
２
１
８

県
実
施
フ
ェニ
ッ
ク
ス
共
済（
住

宅
再
建
共
済
）
の
出
前
相
談

　

年
間
５
０
０
０
円
の
少
額
負
担

募
　
集

す
。
淡
路
島
内
外
の
人
に
自
慢
の

出
荷
物
を
提
供
し
て
南
あ
わ
じ
市

（
淡
路
島
）を
共
に
盛
り
上
げ
ま
せ
ん

か
？
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
美
菜
恋
来
屋
☎
43
・
３
７
５
１

税
務
署
職
員
の
募
集

▽
試
験
日

　
第
１
次
試
験　

９
月
７
日（
日
）

第
２
次
試
験　

10
月
15
日（
水
）

　

～
10
月
24
日（
金
）

▽
受
付
期
間

　

６
月
13
日（
金
）～
25
日（
水
）

▽
申
込
方
法　

二
次

元
コ
ー
ド
か
ら
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
そ
の
他
詳
細
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

問
大
阪
国
税
局
人
事
第
二
課

　

☎
０
６
・
６
９
４
１
・
５
３
３
１

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

▽
対
象　

防
火
管
理
義
務
対
象
物

に
お
い
て
、防
火
管
理
上
必
要
な
業

務
を
適
切
に
遂
行
で
き
る
管
理
的

ま
た
は
監
督
的
な
地
位
に
あ
る
人

▽
講
習
実
施
日

　

７
月
３
日（
木
）、４
日（
金
）

▽
場
所　

淡
路
広
域
消
防
事
務
組

合
消
防
本
部（
洲
本
市
塩
屋
）

▽
受
講
料　

４
０
０
０
円

※
講
習
会
当
日
に
支
払
い

▽
定
員　

58
人

※
先
着
順
で
、定
員
に
達
し
次
第

催
　
し

お
知
ら
せ
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の
ケ
ア
に
関
す
る
個
別
相
談

▽
日
時　

６
月
11
日（
水
）

　

午
後
２
時
～
４
時

▽
場
所　

洲
本
総
合
庁
舎

問
洲
本
健
康
福
祉
事
務
所

　

☎
26
・
２
０
６
０

テ
レ
ビ
電
話
に
よ
る
無
料
家
事

（
家
庭
問
題
）相
談

▽
内
容　

県
洲
本
総
合
庁
舎
に
設

置
の
テ
レ
ビ
電
話
を
利
用
し
て

離
婚
、相
続
、夫
婦
、男
女
、親
子

の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
家
庭
や
親
族

問
題
の
相
談
を
元
家
庭
裁
判
所

調
停
委
員
に
相
談
で
き
ま
す
。

▽
日
時　

　

６
月
13
日（
金
）、27
日（
金
）

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

▽
場
所　

洲
本
総
合
庁
舎

※
要
予
約

▽
予
約
先（
通
話
無
料
）

　

☎
０
１
２
０
・
36
・
７
８
３
０

※
携
帯
電
話
か
ら
は
利
用
不
可

定
社
会
保
険
労
務
士
、キ
ャ
リ
ア

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
）

▽
申
込
み　

予
約
専
用
番
号

　

☎
０
７
８
・
３
６
０
・
８
５
５
４

※
電
話
相
談
、オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
可

※
一
時
保
育
あ
り

※
参
加
は
年
度
内
に
１
回
の
み

問
兵
庫
県
立
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー（
イ
ー
ブ
ン
）

　

☎
０
７
８
・
３
６
０
・
８
５
５
０

専
門
栄
養
相
談（
予
約
制
）

▽
内
容　

在
宅
の
食
事
療
法
や
栄

養
成
分
表
示
の
表
示
方
法
、活

用
方
法
な
ど
に
関
す
る
相
談
会

▽
日
時　

６
月
９
日（
月
）

　

午
前
10
時
～
正
午

▽
場
所　

兵
庫
県
洲
本
総
合
庁
舎

問
洲
本
健
康
福
祉
事
務
所

　
☎
26
・
２
０
６
２

こ
こ
ろ
の
ケ
ア
相
談（
予
約
制
）

▽
内
容　

精
神
科
医
に
よ
る
こ
こ
ろ

▽
応
募
方
法　

応
募

フ
ォ
ー
ム
か
ら
お
申

込
み
く
だ
さ
い

▽
申
込
み
・
問
合
せ
先

　

淡
路
青
少
年
本
部

　

☎
26
・
２
１
５
０

永
田
政
経
塾（
第
２
回
）

▽
内
容　
「
淡
路
島
ゆ
か
り
の
偉

人
に
学
ぶ
」

　

三
島
徳
七
、古
東
領
左
衛
門

▽
日
時　

６
月
15
日（
日
）正
午
～

▽
場
所　
永
田
邸（
倭
文
長
田
）

▽
費
用　

２
０
０
０
円（
昼
食
付
）

問
樋
口
季
一
郎
研
究
会（
出
田
）

　
☎
０
９
０
・
１
１
５
７・
２
９
９
１

里
山
基
地「
子
ど
も
の
冒
険
ひ

ろ
ば
」の
活
動（
要
申
込
）

▽
日
程　

６
月
８
日（
日
）

▽
内
容　

自
然
探
検
、
葉
っ
ぱ
採

集
、
葉
餅
づ
く
り

問
Ａ
Ｇ
Ｎ
西
淡
（
武
田
）

　
☎
０
９
０
・
７
５
５
３
・
９
４
９
２

め
ぐ
り
フ
ェ
ス
№
０
０
３

▽
日
時　

❶
６
月
21
日（
土
）午
前

11
時
～
午
後
５
時
❷
６
月
22
日

（
日
）午
前
10
時
～
午
後
４
時

▽
場
所　

県
立
淡
路
文
化
会
館

▽
内
容　

食
や
商
品
、人
柄
を
発

掘
す
る
フ
ェ
ス
＆
マ
ル
シ
ェ
。

　

淡
路
島
産
ジ
ビ
エ
ぎ
ょ
う
ざ
や

ド
ラ
イ
フ
ル
ー
ツ
キ
ム
チ
な
ど
の

グ
ル
メ
、ハ
ン
ド
メ
イ
ド
作
品
な

奥お
く
に
わ
き
つ
ね
び

庭
狐
火
の
段
」、バ
ッ
ク
ス
テ
ー

ジ
、人
形
解
説

◆
定
時
公
演

　

午
前
10
時
、午
前
11
時
10
分
、

　

午
後
１
時
30
分
、午
後
３
時

◆
６
月
の
休
館
日　
４
日（
水
）、

11
日（
水
）、12
日（
木
）、18
日

（
水
）、19
日（
木
）、25
日（
水
）

問
淡
路
人
形
座
☎
52
・
０
２
６
０

第
２
５
３
回
神
代
天
体
観
測
会

「
月
面
を
見
よ
う
」

▽
日
時　

６
月
８
日（
日
）

　

午
後
７
時
30
分
～

▽
場
所　

神
代
小
学
校

※
保
護
者
同
伴
。悪
天
候
時
は
神

代
地
区
公
民
館

問
神
代
天
体
ド
ー
ム
再
建
準
備
会

　

☎
０
９
０
・
３
６
１
６
・
３
８
２
４

若
者
就
労
相
談（
予
約
制
）

▽
対
象　

現
在
、仕
事
に
就
い
て
い

な
い
15
～
49
歳
ま
で
の
働
く
事
に

悩
み
を
も
つ
若
者
と
そ
の
家
族

▽
日
時　

６
月
25
日（
水
）❶
午
後

１
時
❷
午
後
２
時
❸
午
後
３
時

▽
場
所　

市
役
所
本
館
２
階

問
あ
か
し
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョン

　
☎
０
７
８
・
９
１
５
・
０
６
７
７

税
金
相
談（
予
約
制
）

▽
内
容　
近
畿
税
理
士
会
洲
本
支
部

税
理
士
に
よ
る
相
談（
１
人
30
分
）

20202121

第
71
回
南
あ
わ
じ
市
男
子
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
・
第
65
回
南

あ
わ
じ
市
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会

▽
日
程　

７
月
27
日（
日
）

　

予
備
日　

８
月
３
日（
日
）

▽
場
所　

三
原
健
康
広
場

▽
参
加
資
格　

島
内
の
男
性
、
女

性
チ
ー
ム
で
１
チ
ー
ム
10
人
以
上

▽
参
加
費　

１
０
０
０
円

▽
申
込
締
切　

７
月
５
日（
土
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ
先

　

南
あ
わ
じ
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会

男
子
大
会
連
絡
先
（
新
崎
）

　
☎
０
８
０
・
１
４
１
０
・
８
２
６
１

　
女
子
大
会
連
絡
先
（
柴
田
）

　
☎
０
９
０
・
７
１
０
５
・
４
０
８
０

「
親
子
de
ド
ロ
ー
ン
体
験
」

▽
日
時　

７
月
30
日（
水
）❶
午
前

10
時
❷
午
前
11
時
❸
午
後
１
時

❹
午
後
２
時
❺
午
後
３
時

▽
場
所　

県
立
淡
路
文
化
会
館

　

講
堂（
淡
路
市
多
賀
６
０
０
）

▽
参
加
費　

無
料

▽
参
加
要
件　

淡
路
地
域
在
住
の

小
学
３
年
～
６
年
生
と
そ
の
保

護
者

▽
募
集
人
数　

❶
～
❺ 

各
回
小

学
生
６
人
程
度

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

▽
申
込
締
切　

７
月
２
日（
水
）

▽
場
所　

淡
路
納
税
協
会

※
月
２
回
開
催
。詳
細
に
つ
い
て
は

お
問
合
せ
下
さ
い

問
淡
路
納
税
協
会
☎
22
・
１
３
２
２

教
育
相
談
窓
口（
予
約
制
）

▽
日
時　

６
月
９
日（
月
）

　

午
後
２
時
～

▽
場
所　

洲
本
総
合
庁
舎

問
淡
路
教
育
事
務
所
教
育
相
談
窓
口

　

☎
22
・
４
１
５
２

身
体
障
害
者
移
動
相
談

▽
対
象　

肢
体
不
自
由
に
よ
り
身

体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け

て
い
る
人
・
難
病
患
者

▽
内
容　

補
装
具（
義
肢・装
具・車

い
す
）の
交
付
、修
理
と
適
合
判
定

▽
日
時　

７
月
11
日（
金
）　

午
前

９
時
15
分
～
午
後
０
時
15
分

▽
場
所　

南
あ
わ
じ
市
保
健
セ
ン

タ
ー

▽
募
集
期
間

ど
の
雑
貨
販
売
、ヨ
ガ
な
ど
34

店
舗
が
出
展

※
入
場
無
料

問
遊
楽
食
房
（
対
馬
）

　
☎
０
８
０
・
３
７
６
９
・
６
４
５
５

　
　
ｙ
ｕ
ｕ
ｒ
ａ
ｋ
ｕ
．ｔ
ｅ
ａ
＠
ｇ
ｍ

ａ
ｉ
ｌ
．ｃｏｍ

滝
川
記
念
美
術
館 

玉
青
館

◆
特
別
展「
漢
王
朝 

鏡
と
や
き
も
の

ー
そ
の
と
き
日
本
は
弥
生
時
代

だ
っ
た
ー
」

▽
内
容　

古
代
鏡
展
示
館
の
千
石

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
か
ら
、中
国

漢
王
朝
の
鏡
と
や
き
も
の
を
展

示
し
ま
す
。

▽
期
間　

７
月
６
日（
日
）ま
で

◆
戦
後
80
年「
模
型
で
見
る
戦
禍

に
散
っ
た
海
の
記
憶
」展

▽
内
容　

太
平
洋
戦
争
中
に
軍
の

徴
用
を
受
け
、犠
牲
に
な
っ
た

民
間
船
舶
は
七
千
隻
以
上
あ
り

ま
す
。精
巧
模
型
を
通
し
て
、薄

れ
ゆ
く
戦
争
の
記
憶
と
悲
惨
さ

を
お
伝
え
し
ま
す
。

▽
期
間　

７
月
６
日（
日
）ま
で

◆「
漢
王
朝 

鏡
と
や
き
も
の
」展

展
示
解
説（
要
予
約
）

▽
内
容　

長
濱
誠
司
氏（
古
代
鏡

展
示
館
事
業
課
長
）に
よ
る
展

示
品
の
解
説

▽
日
時　

６
月
７
日（
土
）

　

❶
午
前
10
時
30
分
❷
午
後
１
時

30
分
❸
午
後
３
時

※
要
入
館
料（
大
人
５
０
０
円
）

◆
６
月
の
休
館
日　
毎
週
月
曜
日

問
玉
青
館
☎
36
・
２
３
１
４

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

◆
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
名
場
面

　
「
仮か

な
で
ほ
ん
ち
ゅ
う
し
ん
ぐ
ら

名
手
本
忠
臣
蔵一い
ち
り
き
ち
ゃ
や
ば

力
茶
屋
場

の
段
」

◆
土
文
芸 

淡
路
雑
俳
展（
淡
路
雅

交
会
）

▽
期
間　
７
月
21
日（
月
・
祝
）ま
で

◆
開
館
35
周
年
記
念「
昭
和
の
人

形
浄
瑠
璃
を
み
る
！
タ
イ
ム
ス

リ
ッ
プ
写
真
展
」

▽
内
容　

宗む
ね

虎と
ら
す
け亮
さ
ん
が
撮
影
し

た
写
真
を
中
心
に
昭
和
半
ば
に

撮
影
さ
れ
た
白
黒
写
真
を
大

公
開
。入
口
は
野
水
正ま
さ
あ
き朔
さ
ん

の
野
掛
け
小
屋
写
真
を
元
に
再

現
！
浄
瑠
璃
の
音
声
を
聞
き
な

が
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

▽
期
間　

８
月
頃
ま
で

問
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

　

☎
42
・
５
１
１
５

淡
路
人
形
座（
６
月
公
演
）

◆
上
演
内
容

　

６
月
17
日（
火
）ま
で
、26
日

（
木
）～
30
日（
月
）

　
「
戎
舞
」、「
傾け
い
せ
い城
阿あ

わ波
の
鳴な
る

門と 

順じ
ゅ
ん
れ
い礼
歌う
た

の
段
」、バ
ッ
ク
ス
テ
ー

ジ
、人
形
解
説

　

20
日（
金
）～
24
日（
火
）

　
「
戎
舞
」
、「
本ほ
ん
ち
ょ
う
に
じ
ゅ
う
し
こ
う

朝
廿
四
孝

催
　
し

　

６
月
２
日（
月
）～
20
日（
金
）

問
福
祉
課
☎
43
・
５
２
１
６

住
宅
の
耐
震
相
談
会（
予
約
制
）

▽
内
容　

住
宅
の
耐
震
診
断
・
改

修
な
ど
の
無
料
相
談

▽
日
時　

６
月
25
日（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

▽
場
所　

兵
庫
県
洲
本
総
合
庁
舎

問
兵
庫
県
建
築
士
事
務
所
協
会

　

淡
路
支
部（
長
次
設
計
）

　
☎
22
・
１
９
７
６

司
法
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

（
完
全
予
約
制
）

▽
内
容　

無
料
登
記
、成
年
後
見
、

法
律
相
談（
１
人
30
分
以
内
）

▽
日
時　

６
月
18
日（
水
）

　

午
後
６
時
～
９
時

▽
場
所　

洲
本
市
文
化
体
育
館

▽
予
約
・
問
合
せ
先

　

山
下
富
弘
司
法
書
士
事
務
所

　

☎
23
・
９
１
７
１

障
が
い
者
等
生
活
訓
練
事
業

▽
巡
回
相
談
日　

６
月
24
日（
火
）

▽
受
付
時
間　

午
後
１
時
30
分
～

２
時
30
分（
予
約
優
先
）

▽
場
所　

市
役
所
本
館

問
森
の
た
ね（
森
の
木
フ
ァ
ー
ム
内
）

☎
53
・
０
１
８
１

女
性
の
た
め
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
相

談
希
望
者
の
募
集（
無
料
）

▽
内
容　

仕
事
や
起
業
、資
格
取

得
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
チ
ャ
レ
ン

ジ
を
希
望
す
る
女
性
に
ア
ド
バ

イ
ス
や
情
報
提
供
を
行
い
ま
す
。

▽
日
時　

６
月
５
日（
木
）、12
日

（
木
）、19
日（
木
）、26
日（
木
）

※
相
談
時
間
は
各
日
、次
の
と
お
り

　

❶
午
前
10
時
～
❷
午
前
11
時
～

❸
正
午
～

▽
場
所　

兵
庫
県
立
男
女
共
同
参

画
セ
ン
タ
ー・イ
ー
ブ
ン

▽
相
談
員　

髙
見
香
織
さ
ん（
特

市民無料法律相談市民無料法律相談（予約制・先着９人）

◆内容　市顧問弁護士による相談
　　　　（１人20分）
◆日時　10日（火）・26日（木）13：30～16：30
◆場所　市役所本館
◆注意事項
・法律相談は、限られた時間で法的問題 
　の処理方法について考え方や解決方法
　等をアドバイスするものです。（書類の作
　成や調査、事務処理などを行うものでは
　ありません。）
・市の顧問弁護士が相談をお受けするため、
　市行政に対する相談は受付できません。
問市民協働課 ☎43-5244

空き家バンクの休日相談空き家バンクの休日相談（要予約）

◆内容　空き家バンクへの登録・利活用に
　　　　関する相談など
◆日時　21日（土）10:00～13:00
◆申込締切　17日（火）17:00
◆場所　市役所本館
※オンライン相談可。平日も相談可
問都市政策課 ☎43-5227

ハローワーク洲本による巡回相談ハローワーク洲本による巡回相談
◆内容　職業相談および職業紹介
◆対象者　生活保護受給者、児童扶養手
　当受給者、住居確保給付金受給者およ
　び生活困窮者自立支援事業による支援
　を受けている人
◆日時　10日（火）11：00～15：00
◆場所　市役所本館
※事前申込が必要、先着３人
問福祉課 ☎43-5216

農地相談農地相談（予約制・先着4人）

◆内容　農地に関する相談 
◆日時　27日（金）13：00～16：30
問農業委員会事務局 ☎43-5236

消費者トラブルの相談消費者トラブルの相談
◆内容　契約などの消費者トラブルの相談
◆日時　毎週月～金曜日（祝日は休業）
　　　　 9:00～12:00、13：00～16：00
◆場所　市役所本館２階
問消費生活センター ☎43-5099

６月の無料相談

文
化
・
ま
な
び

相
　
談



   

いいききいいきき健健康康生生活活
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応急処置でたいせつな３つのポイント
ポイント１
涼しい場所へ移動しましょう
　まずはクーラーが効いた室内や車内に移動しま
しょう。屋外で、近くにそのような場所がない場合
には、風通りのよい日陰に移動し、安静にしましょう。

ポイント２
衣服を脱がし、体を冷やして体温を下げましょう
　衣服をゆるめて、体の熱を放出しましょう。氷枕
や保冷剤で両側の首筋やわき、足の付け根などを冷
やします。皮膚に水をかけて、うちわや扇子などで
あおぐことでも体を冷やすことができます。うちわ
などがない場合はタオルや厚紙などであおいで、風
を起こしましょう。

ポイント３
塩分や水分を補給しましょう
　できれば水分と塩分を同時に補給できる、スポー
ツドリンクなどを飲みましょう。
　嘔吐の症状が出ていたり意識がなかったりする場
合は、誤って水分が気道に入る危険性があるので、
無理に飲ませることはやめましょう。

2323 2222

　６　６月の健康カレンダー
※教室・相談は、中止や延期の場合があります。
　詳しくは各担当課にお問合せいただくか、二次

元コードから市ホームページをご確認ください。

平日18:00～23:00
土曜13:00～23:00
※当直医によって専門
　以外の診療はできな
　い場合があります

時間外診療病院
月 平 成 病 院

火
平 成 病 院
八 木 病 院

水
中 林 病 院
南 淡 路 病 院

木 翠鳳第一病院

金 中 林 病 院

土 翠鳳第一病院

● こころやすらぐひろば　※申込不要
精神疾患を抱える人とそのご家族らの交流を深める広場
開催日時のみオンラインによる相談も実施（福祉課に事前予約必要）

日 曜日 受付時間 場所

22 日 13：30 ～ 16：00 いちばん星　
（市福永572）

※詳しくは、健康課（☎43-5218）まで

● ぴあっとふくら　※申込不要
精神疾患を抱える人が仲間と集える場

日 曜日 受付時間 場所
23 月 13：30 ～ 15：00 福良地区公民館

● 家族教室　※申込不要
精神疾患を抱える人のご家族らが交流を深める場

日 曜日 受付時間 場所

４ 水 14：00 ～ 16：00 いちばん星　
（市福永572）

◆小児夜間救急電話センター
毎日午後 10 時～午前６時（受付は午前５時 40 分）
までの間、医師が輪番で小児夜間救急診療を行って
います。
問小児夜間救急電話センター☎ 44-3799
※通話はお客様応対の品質向上のため録音しています

◆休日小児救急診療
日曜・祝日・年末年始の休日、みなと元気館内の洲
本市応急診療所において、小児科医の輪番による小
児救急診療所を開設しています。予約は不要です。
受付時間　9:00 ～ 11:30、13:00 ～ 16:30
問洲本応急診療所☎ 24-6340

小児救急医療（対象は中学生まで）

※詳しくは、地域包括支援室（☎43-5237）まで

● 認知症を支える家族の会　スマイル
認知症の介護の悩みを話し合える場

日 曜日 受付時間 場所
11 水 14：00 ～ 15：00 市地区公民館２階

● スマイル ( 認知症 ) カフェ   　※申込不要
認知症の人とそのご家族、地域の人誰もが集える場
物忘れチェック、物忘れ相談なども実施しています
日 曜日 受付時間 場所

３ 火 14：00 ～ 15：30 くつろぎプラザシーパ
(湊110)

27 金 14：00 ～ 16：00 いちばん星
（市福永572）

  休日応急診療所（賀集地区公民館横☎53-1536）

診察日  9：00 ～11：30
13：00 ～16：30 18：00 ～ 21：30

１日（日） 瀧 川　 卓 医師 友清龍一郎 医師

8日（日） 富 本 喜 文 医師 橋 田 友 孝 医師

15日（日） 平 山　 毅 医師 日 笠 久 美 医師

22日（日） 岩 崎 正 道 医師 福 原 正 博 医師

29日（日） 齊 藤 雅 文 医師 村 野 謙 一 医師

※各種教室・相談のお問合せは、健康課（☎43-5218）まで
※受付時間等は対象者に案内します

● 健康相談　
内容 日 曜日 時間 場所

生活習慣病相談、栄養
相談、血圧測定 など
こころの相談

17 火  ９：00 ～ 11：00
13：00 ～ 14：30

市役所本館
1 階　　　

※こころの相談は、予約制です

● 献血
日 曜日 受付時間 場所

17 火 11：30 ～ 15：45 福良地区公民館

● 乳幼児健康カレンダー
内容 日 曜日 場所

４カ月児健康診査 （Ｒ７年２月生） 27 金 南あわじ市
保健センター

食育講座赤ちゃん栄養サロン（予約制）
（Ｒ７年1月生） 20 金 子育て学習・

支援センター
育児相談 （Ｒ６年11月生） 24 火

南あわじ市
保健センター

10カ月児健康診査 （Ｒ６年８月生） 12 木
 １ 歳６カ月児健康診査 （Ｒ５年11月生） ３ 火
２歳児育児相談・歯科健診 （Ｒ４年11月生） 11 水
３歳児健康診査 （Ｒ４年1月生） 10 火
就学前５歳児健康診査（Ｒ２年６月生） 19 木
遊びの教室（予約制） ５ 木
発達支援相談（予約制） ５ 木

● はじめましてパパ＆ママ講座　※要申込
妊婦とその家族を対象とした講座

内容 日 曜日 場所
前期コース（歯科健診など）

21 土 南あわじ市
保健センター後期コース（赤ちゃんのお世話など）

町ぐるみ健診を受けましょう（要申込）

　【現在も申込み受付中】
　６月 25 日から町ぐるみ健診が始まります。健診を受けて自身の健康状態をチェックし、健康づくりに役立て

ましょう。申し込みがまだの人は健康課までご連絡ください。
　※健診中、保育士がお子さまをお預かりしますので、お子さま連れでも安心して受診していただけます

【日常生活でできる暑熱順化の工夫】
○ウォーキング・ジョギング　
　ウォーキング：目安は 30 分程度、頻度は週５回
　ジョギング：目安は 15 分程度
○適度な運動（筋トレやストレッチなど）　
　運動：目安は 30 分程度、頻度は週５回から毎日
○入浴（シャワーだけでなく、湯船に入る）　
　頻度目安は２日に１回
※内容と時間はあくまで目安です。個人の体質や体調、

その日の気温や室内環境に合わせて、無理のない範
囲で行ってください

　昨年（2024 年）の６月から８月の平均気温は歴代１位の高温 ( タイ記録 ) となりました。今年の夏も、
気温は全国的に平年より高く、一昨年や昨年に匹敵する記録的な猛暑になる可能性があるそうです。本
格的に暑くなる前に、早めに熱中症対策を進めましょう。

熱中症対策 熱中症対策 していますか？していますか？
問健康課☎43-5218

【熱中症の症状】　
次のような症状が出たら、熱中症にかかっている
危険性があります。
□ めまい、立ちくらみがある　□ 手足がしびれる
□ 足がつる　□ 体がだるい　□ 吐き気がする
□ 気分が悪い、ボーっとする　□ 体が熱い　　
□ 呼びかけに反応しない　□ 水分補給ができない
□ 真っすぐ歩けない・走れない　

熱中症ゼロへ！ 暑
しょねつじゅんか

熱順化前線
　暑熱順化とは、体が暑さに慣れることです。暑さに
慣れていないと熱中症になる危険性が高まります。暑
熱順化には個人差もありますが、数日から２週間程度
かかります。気温が上がり、熱中症の危険が高まる前
に無理のない範囲で汗をかくことで、熱中症になりに
くい体づくりをしましょう。

熱中症が疑われたら・・・
　５月でも最高気温が 25℃以上の夏日になることが
ありました。熱中症が疑われる場合は、涼しい場所
に移動し、体を冷やして、水分や塩分を補給しましょ
う。症状が改善しない場合は、医療機関を受診しま
しょう。
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子子育育てて広広場場

2525 2424

問ゆめるんセンター（子育て学習・支援センター） 
　☎42-7703

●ゆめるんセンター　開設時間　平日9：00～16：00
　いつでもお気軽に遊びに来てね。
　※初めての利用は登録が必要です。(登録無料)
　※ゆめるんノート、名札持参(出前ひろばも同様)　

問市立図書館☎53-0234　三原分館☎43-5037

※放送時間・内容を変更する場合があります。予めご了承ください

　テレビリモコンの『番
組表』を押すと、１週間
分の番組内容が表示さ
れます。また、録画機で簡
単予約も可能！

『詳しく番組内容を知り
たい！』そんな時は・・・

市ホームペー
ジ で 番 組 の
見どころを確
認いただけま
す。

EPG（電子番組表）

　問プロモーション室
☎43-5201

さんさんネットコミュニティチャンネル ６月の番組 12ｃｈ

開館時間　9：30～19：00
※日曜日・祝日は17時まで
※広田・湊地区公民館図書室の土曜日は17時まで

今月のおすすめ本
市ホームページ

ひろば名 開設日 場所
みどり ４,６,11,13,18,20,25,27 保健センター

せいだん ３,５,10,12,17,19 湊地区公民館
みはら ３,５,10,12,17，19，24，26 働く婦人の家

なんだん ４,６,11,13,18,20,25,27 福良地区公民館

●今月の出前ひろば　開設時間10:00～11:30　
※親子でお気軽にお出かけください。
　４カ所の出前ひろばは、どこでも参加できます。

蔵書検索 市ホームページ

みんなの図書館

家庭で楽しむ 学校給食 15家庭で楽しむ 学校給食 15
今月の

　　　　　一口メモ　
コーンフレークはプレーンタイプ
を選びましょう。衣がはがれやすい
ので、鶏肉にしっかり押し付けるよ
うにつけてください。

「ささみのコーンフレーク揚げ」

■ 作り方　
❶コーンフレークはポリ袋に入れて、麺棒でたたいて細かくする。
❷卵を溶いておく。
❸鶏ささみに塩こしょうを振り、小麦粉をまぶす。それに溶いた卵を

くぐらせて、コーンフレークをまぶす。
❹170℃の油で、こんがりときつね色になるまで揚げる。

◆蔵書点検による臨時休館　
　市立図書館三原分館　6月16日（月）～25日（水）
　湊地区公民館図書室　6月24日（火）～25日（水）
◆ピノキオのおはなし会（市立図書館）　毎週日曜日10：00～
◆よみきかせ会（三原分館）　毎月第３土曜日15：00～
◆読み聞かせ・読み合いワークショップ　14頁に掲載しています
※お知らせはホームページで随時更新中

図書館からのお知らせ

かんたん かわいいハンドメイドレシピかんたん かわいいハンドメイドレシピ

“ほしいものは自分たちでつくっちゃお！”
かんたんにかわいく、自分でいろいろ作れちゃ
います。おりがみ、紙コップ、毛糸がすてきに変
身！アイデアがまんさいです。

（レディブティック社）

おいしい雑草図鑑おいしい雑草図鑑
前田　純 /著（扶桑社）

セイタカアワダチソウって食べられるって知っ
てましたか？調理法は、サラダ、ゆでる、煮る、焼
く、炒める、揚げる。効能も書かれていて、身近
な雑草への見る目が変わります。

■ 材料（４人分）
鶏ささみ（すじとり）
塩
こしょう
小麦粉

４本
少々
少々

大さじ1.5

鶏卵
コーンフレーク
（プレーン）
揚げ油

16ｇ
40ｇ

適量

ひよこ
　　　　※現在妊娠中の人も含む　

 R７.4.2 ～
 R８.4.1生まれ

りす  R６.4.2 ～ 
R７.4.1生まれ

うさぎ  R５.4.2 ～ 
R６.4.1生まれ

ぞう  R４.4.2 ～ 
R５.4.1生まれ

●今年度の年齢別ひろばの区分

さ ん さ ん ニ ュ ー ス 
月曜日、木曜日の週２回更新
２日(月)
トライやる・ウィーク～南淡・沼島中学校～
23日(月)
トライやる・ウィーク～広田中学校～

●今月の主な催し　
※要申込、詳細はお問い合わせください。申し込みは先着順、定員に達し次第受付を終了します

対象 開催日時 行事名・場所 備考
うさぎ
ぞう

６月９日（月）
10:30 ～

あつまれ～うさぎ・ぞうひろば
ゆめるんセンター 定員　20組　持参　黒ペン、のり

登録児
６月 16 日（月）

❶ 10:00 ～ 10:45
❷ 11:00 ～ 11:45

親子でつながるふれあい時間
ゆめるんセンター

定員　各10組
❶はＲ６年9月生まれ～Ｒ６年12月生まれ
❷はＲ６年4月生まれ～Ｒ６年8月生まれ

６月生まれ ６月 23 日（月）
10:15 ～

６月たんじょうかい
ゆめるんセンター

持参　ウェットティッシュ
※右の申込フォームからお申し込みください

　 撮 っ て お き ☆ 　
毎週月曜日 ９：00更新　9:00～、20:00～
２日(月)～８日(日)
歴史講座「門崎砲台調査報告」
「グローバル軍事史における鳴門要塞」
９日(月)～15日(日)
樋口季一郎中将銅像建立３周年記念
Spring Concert
16日(月)～22日(日)
南あわじ市市制20周年記念式典

　 特 集 　

16日(月)～22日(日)
23日(月)～29日(日)　※各30分始まり
ごはんですよ～榎列保育所～
30日(月)～７月６日(日)
７月７日(月)～13日(日)　※各30分始まり
ホネ骨ＮＡＶＩ「骨粗しょう症について知ろう！
～骨を強くする栄養を摂ろう～」

【月・水・金・日】
８:00～、13:00～、19:00～、23:00～
【火・木・土】
７:00～、12:00～、18:00～、22:00～

※詳しくは、市ホームページをご覧ください

日常生活で撮影した写真をお待ちしています
募集テーマ　「夏」
応募締切　８月11日(月)必着

写真工房～フォトリエ～募集中 
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※５月号の正解は『35』 。38通の応募がありました

■応募方法（❶～❺すべて回答必須）
　❶クイズの答え、❷住所、❸氏名、❹年齢、❺広報や南あ
わじ市に対するご意見・ご感想をお書きの上、ご応募ください。
■応募締切  ６月 15 日（日）  ※消印有効
　※クイズ正解者の中から抽選で５人にプレゼントが当たります！
　　（当選は発送をもって発表にかえさせていただきます）

〒 656-0492 南あわじ市市善光寺 22 番地１
南あわじ市役所 広報クイズ係 宛

（メールの場合、件名に「広報クイズ」と記載）
kouhou@city.minamiawaji.hyogo.jp
※右の二次元コードからクイズに応募できます

広報クイズ

●●人　口 人　口 43,363人（前月比-25人）43,363人（前月比-25人）
　　    （男）     （男） 20,903人（前月比+ ２人）20,903人（前月比+ ２人）
　　    （女）     （女） 22,460人（前月比-27人）22,460人（前月比-27人）
●●世帯数 世帯数 19,991世帯（前月比+49世帯）19,991世帯（前月比+49世帯）
※令和７年５月※令和７年５月１１日現在日現在

令和７年５月12日までの申出分 （敬称略）令和７年５月12日までの申出分 （敬称略）
※掲載を希望する人は、届け出の際に窓口へお申し出ください※掲載を希望する人は、届け出の際に窓口へお申し出ください
※フォントの字形により戸籍記載氏名の字形と異なることがあります※フォントの字形により戸籍記載氏名の字形と異なることがあります

赤ちゃん赤ちゃん 性別性別 保護者保護者 地区地区 出生日出生日

林　 さ く ら

榎 本　　 詠
うた

若 林　 大
や ま と

和

田 中　 凰
お う き

稀

井 阪　 侑
ゆ あ

愛

梶 田　 結
ゆ づ き

月

馬 部　 咲
さ く ら

良

里深　　 築
きずき

⻆所ひまり

磯 野　 晃
こうせい

誠

畠 野　 妃
ひ な

菜

三 原　 暖
は る と

斗

女女

女女

男男

男男

女女

男男

男男

男男

女女

男男

女女

男男

雄一郎雄一郎

皓 之皓 之

太 補太 補

将 裕将 裕

輝 聖輝 聖

貴 大貴 大

真 照真 照

勇 悟勇 悟

倫 生倫 生

弘 直弘 直

祐 輔祐 輔

猛猛

神 代神 代

市市

松 帆松 帆

広 田広 田

大 阪 府大 阪 府

広 田広 田

松 帆松 帆

市市

榎 列榎 列

広 田広 田

福 良福 良

神 代神 代

４ 月 ４ 日

４ 月 10 日

４ 月 11 日

４ 月 12 日

４ 月 13 日

４ 月 13 日

４ 月 14 日

４ 月 15 日

４ 月 20 日

４ 月 21 日

４ 月 23 日

４ 月 28 日

出生出生

　令和７年４月から製品●●●
●●●の分別収集を開始してい
ます。皆さまのご協力をお願い
いたします。
●●●●●●に入るカタカナ６
文字をお答えください。

（ヒントは広報７頁）

　ご家庭で眠っている食品の寄付を受け付けてい
ます。
日時　６月26日（木）・27日（金）・30日（月）
　午前９時～午後４時
場所　広田地区公民館、湊地区公民館
　市地区公民館、福良地区公民館
持ち込み方法　公民館に設置している「食品回収
　ＢＯＸ」に食品を入れ、受付表に寄付日を記入
　してください。
受付できる食品　お米、乾麺、缶詰、調味料
　レトルト食品、お菓子など
※詳しくは市ホームページを
　ご覧ください
問市民協働課 ☎43-５２４４

毎月・月末・平日・３日間

フードドライブ・デイ

結婚結婚

夫氏名（地区）夫氏名（地区） 妻氏名（地区）妻氏名（地区） 婚姻日婚姻日

井上	 智（徳島県）

阿部　磨州（広　田）

藤巻　優斗（潮美台）

伊達　輝芳（広　田）

菅　　純也（神　代）

小磯　佳之（洲本市）

清水　飛翔（神戸市）

濱田　侑希（松　帆）

前田　愛実（広　田）

元木　　愛（徳島県）

伊達　絢佳（西宮市）

住山　京華（洲本市）

嶋本　穂加（洲本市）

大江	 萌（神　代）

４ 月 13 日

４ 月 21 日

４ 月 25 日

４ 月 29 日

４ 月 30 日

５ 月 ５ 日

５ 月 ５ 日

死亡死亡

氏名氏名 年齢年齢 地区地区 死亡日死亡日 氏名氏名 年齢年齢 地区地区 死亡日死亡日氏名氏名  年齢年齢 地区地区 死亡日死亡日

　野やよい

北原　守男

櫻木美枝子

北内喜美子

94

75

86

99

４月 16 日

４月 20 日

４月 21 日

４月 26 日

広 田

松 帆

志 知

市

雨堤　健郎

木下　牧子

和田しげみ

森崎　榮子

76

78

94

84

４月 27 日

４月 27 日

４月 29 日

５ 月 ２ 日

津 井

榎 列

市

広 田

南　かつみ

北野　壽一

田村　政雄

林　千夏子

95

92

73

56

５ 月 ５ 日

５ 月 ６ 日

５ 月 ９ 日

５ 月 ９ 日

賀 集

八 木

賀 集

福 良

　　　

『
眠
り
か
ら
覚
め
た
門と

さ

き崎
砲
台
１
』

戦争のあしあと～戦後80年～
　門崎砲台は鳴門岬の先端に位置してい
ます。戦後、「うずしおが見える砲台」とし
て観光地化されましたが、昭和30年代に
入ると、度重なる開発によって、砲台は壊
されたのか、そのまま埋められているの
かわからなくなってしまいました。
　その当時を物語る写真はいくつか残さ
れており、下の写真は昭和22年に農協前
身団体の慰安旅行時に撮影されたもので
あることが判明し
ました。

※射撃口の前で

★
数
字
が
順
位
。
関
係
分
の
み
掲
載
。

大
会
結
果
（
敬
称
略
）

第
37
回
南
あ
わ
じ
市
家
庭
婦
人

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

（
4
月
13
日
・
賀
集
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
）

①
Ｃ
ｏ
ｐ
ａ
ｉ
ｎ

②
ブ
ル
ー
マ
リ
ン

第
４
回
南
あ
わ
じ
市
レ
デ
ィ
ー

ス
ゴ
ル
フ
大
会

（
５
月
10
日
・
洲
本
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
）

※
参
加
者
35
人

①
瀧
川
さ
よ
子　
　
　

②
石
井
ひ
と
み　
　
　

③
平
田
昌
子

全国大会出場おめでとう全国大会出場おめでとう
（
　
左
か
ら
）

新
﨑
晴は

る
と翔 

さ
ん

　
（
極
真
会
館
兵
庫
西
支
部
・
北
阿
万
小
４
年
）

新
﨑
颯そ

ら空 

さ
ん

　
（
極
真
会
館
兵
庫
西
支
部
・
西
淡
中
１
年
）

構　
佑ゆ

う
せ
い晟 

さ
ん

　
（
極
真
会
館
兵
庫
西
支
部
・
西
淡
中
１
年
）

　
新
﨑
晴
翔
さ
ん
、新
﨑
颯
空
さ
ん
、構
さ
ん
は
、

２
０
２
５
国
際
親
善
空
手
道
選
手
権
大
会
（
４
月

26
日
・
東
京
体
育
館
）
に
出
場
し
、
新
﨑
晴
翔
さ

ん
が
３
位
の
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　
齋
藤
伎き

一い
ち 

さ
ん
（
市
小
５
年
）

　
齋
藤
さ
ん
は
、
第
８
回
ル
ー
マニ
ア
国
際
ジ
ュニ

ア
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
（
３
月
27
日
、
28
日
・
赤
坂

区
民
ホ
ー
ル
）に
出
場
し
、金
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

空
手
道

❶❶

❷❷

❶❶❷❷

◆全国人権擁護委員連合会長表彰
　　清川　礼子　さん
　　関口　貞子　さん

受賞おめでとうございます受賞おめでとうございます

★大会結果は市大会規模以上を対象
　大会主催者および関係者からの情報提供に基づき作成

ピ
ア
ノ

金金  

賞賞  

受受  

賞賞
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市役所で行われた委嘱状交付式市役所で行われた委嘱状交付式

　本市出身のアーティスト、清川あさみさんが、優れた

人材を活用して本市の有する地域資源の魅力を向上させ

る「地域魅力プロデューサー」に再任され、４月 29 日に

委嘱状が交付されました。任期は 2025 年度から５年間。

　清川さんは写真に刺繡を施す「美女採集」シリーズなど

で独自の世界観を確立し、テレビや CM などのアートディ

レクターや絵本作家として精力的に活躍しており、1 期在

任中には淡路人形浄瑠璃再生プロジェクトとして、新演

目「戎舞＋（プラス）」や「淡路人形座ええとこどり 或る

夜の段」をプロデュースしました。

　清川さんは「自然豊かな市の魅力をアートと組み合わ

せて発信していきたい」と抱負を語りました。

南あわじ市地域魅力プロデューサー

清川あさみさんを再任

スマホから
「広報南あわじ」をご覧いただけます
　行政情報アプリ「マチイロ」をダウンロードすることで、
スマートフォンなどから広報南あわじをご覧いただけます。
▶▶料金　　無料（通信費は利用者負担）
問プロモーション室☎43-5201

※「マチイロ」は（株）マチイロが運
営するアプリです

Google PlayApp Store

　ハモのシーズンの到来を告げる淡路島観光協会主催の

「鱧
はも

供養祭」が５月８日、灘・沼島で行われました。ハモ

の御霊の供養、豊漁と商いの繁盛を祈念して行う供養祭は

今回で 32 回目。真観寺（灘地区）住職らによる法要が行

われた後、関係者が船で土生港を出港し、沼島上立神岩付

近の海上で一斉にハモを放流しました。

　沼島近海のハモは、鳴門海峡の影響で肉質がよくコクが

あり、秋の産卵に向けて脂がのる初夏以降が旬です。ビタ

ミン A やコンドロイチンが含まれているので、美容や夏

バテ防止効果に良いと言われており、ハモのふっくらとし

た食感とタマネギの甘みが効いただし汁でいただく「ハモ

すき鍋」は淡路島を代表する郷土料理です。

　淡路島観光協会の木下紘二南あわじ地区会長は「これか

ら旬を迎えるハモ。観光客はもちろん、地元の方々にもぜ

ひ味わってもらいたい」と話していました。

「鱧供養祭」が開催
淡路島の夏の味覚・ハモの豊漁を願って

沼島上立神岩付近でのハモの放流沼島上立神岩付近でのハモの放流

土生港で行われた法要土生港で行われた法要ハモすき鍋ハモすき鍋
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